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【今月の表紙】【今月の表紙】
栗山小学校で 3 月 18 日、第 124 回卒業式が行栗山小学校で 3 月 18 日、第 124 回卒業式が行
われました。われました。
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教
育
は
、
普
遍
的
か
つ
個
性

的
な
文
化
を
創
造
し
、
豊
か
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
心
身

と
も
に
健
康
で
、
文
化
的
な
資

質
を
も
ち
、
平
和
で
民
主
的
な

国
家
お
よ
び
地
域
社
会
の
形
成

者
と
し
て
自
主
的
精
神
に
満
ち

た
人
材
の
育
成
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
我
が
国
の
歴
史
と
文

化
を
尊
重
し
国
際
社
会
に
生
き

る
日
本
人
、
栗
山
町
民
と
な
る

こ
と
を
期
し
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
地
球
環
境
問
題
や

経
済
・
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

高
度
情
報
化
、
少
子
高
齢
化
な

ど
、
時
代
の
変
化
や
知
識
基
盤

社
会
に
主
体
的
に
対
応
し
、
日

本
の
未
来
や
国
際
社
会
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に

立
っ
て
、
以
下
の「
教
育
目
標
」

に
基
づ
き
、
積
極
的
に
教
育
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

栗
山
町
教
育
委
員
会
は
、
幼

児
・
児
童
・
生
徒
が
知
性
、
感

性
、
道
徳
心
や
体
力
を
育
み
、

人
間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
い
、
互
い
の
人
格
を
尊
重

し
、
思
い
や
り
と
規
範
意
識
の

あ
る
人
間
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
、
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と

自
ら
学
び
・
考
え
・
行
動
す
る

個
性
と
、
創
造
性
豊
か
な
人
材

の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
い
、

豊
か
な
環
境
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体

的
に
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
人
間
と
し
て

成
長
す
る
よ
う
関
係
機
関
・
団

体
な
ど
と
の
一
層
の
連
携
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
に

立
っ
て
、
す
べ
て
の
町
民
が
教

育
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
こ
れ
ら
教
育
目
標
の

達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
推
進

方
策
に
関
わ
り
、
３
分
野
の
重

点
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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教
育
政
策
の
根
幹
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
き
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

学
校
教
育
の
改
善
・
充
実
を
生

み
出
す
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
」
の
実
施
や
幼
児
期
か
ら
中

学
ま
で
を
見
通
し
た
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
す
る

こ
と
を
９
点
申
し
上
げ
ま
す
。

①
人
権
教
育
お
よ
び
人
間
教
育

の
推
進

人
権
尊
重
の
理
念
を
広
く
定

着
さ
せ
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
お
よ
び
外
国

人
な
ど
へ
の
偏
見
や
差
別
を
な

く
し
、
差
別
意
識
の
解
消
を
図

る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
他
を
慈

し
み
、
互
い
の
生
命
を
尊
重
す

る
な
ど
、
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う「
特
別
の
教
科
・
道
徳
」

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
道
徳
的

実
践
力
の
育
成
を
強
化
し
、
豊

か
な
体
験
活
動
を
重
視
し
た
心

の
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
「
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
」お
よ
び「
北
海
道
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
」
の
制
定
趣
旨

を
踏
ま
え
、
い
じ
め
や
不
登
校

な
ど
の
問
題
解
決
と
自
立
支
援

の
強
化
を
図
り
、
互
い
に
認
め

合
い
共
に
学
び
合
え
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
、子
ど
も
た
ち
が
、

進
ん
で
思
い
や
り
の
心
や
社
会

生
活
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
身
に

付
け
る
と
と
も
に
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
、
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
な
ど
、
自

ら
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

社
会
性
の
涵か
ん
よ
う養
を
図
り
ま
す
。

②
確
か
な
学
力
の
定
着

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
を
確
実
に
習
得
さ
せ
、
活

用
す
る
力
を
育
成
し
、
学
習
指

導
要
領
に
あ
る
、課
題
の
発
見
・

解
決
に
向
け
た
主
体
的
・
協
働

的
な
学
び
の
充
実
を
図
り
、
探

究
的
な
活
動
を
通
し
て
「
確
か

な
学
力
」、
子
ど
も
の
学
び
に

向
か
う
力
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
学
習
状
況
に
関
す
る

調
査
結
果
の
分
析
な
ど
、
授
業

改
善
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
の
資
質
や
能
力
の
伸
長
を

図
る
と
と
も
に「
学
び
方
」を
学

ば
せ
る
た
め
の
授
業
の
工
夫
や

家
庭
学
習
強
化
週
間
・
生
活
リ

ズ
ム
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
を
育
成
し
、
子
ど
も
の
特
性

に
応
じ
た
学
習
を
通
し
て
個
に

応
じ
た
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
将

来
、
国
際
社
会
に
生
き
る
日
本

人
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

「
英
語
が
使
え
る
児
童
・
生
徒
」

を
育
成
す
る
た
め
、
２
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
有
効
活
用
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上

と
、
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国

語
教
育
の
充
実
を
図
り
、
外
国

の
言
語
や
文
化
に
触
れ
、
自
国

の
文
化
や
歴
史
を
発
信
す
る
機

会
を
拡
充
す
る
な
ど
、
国
際
理

解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

③
豊
か
な
個
性
の
伸
長

土
曜
授
業
の
実
施
を
き
っ
か

け
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
協
力
し
、
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
学
校
に
お
け
る
授
業

や
地
域
に
お
け
る
多
様
な
学

習
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
体
験

活
動
な
ど
を
通
し
、
子
ど
も
た

ち
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
豊
か
な

教
育
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
直
面

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
柔
軟

か
つ
た
く
ま
し
く
対
応
し
、
社

会
人
・
職
業
人
と
し
て
自
立
し

て
い
く
た
め
に
、
成
長
の
段
階

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
を
進
め
、望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
み
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
が
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

特
別
支
援
学
級
に
お
け
る
巡
回

相
談
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な

ど
、
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
と
障
が
い
の
な
い
子
ど

も
が
可
能
な
限
り
共
に
教
育
を

受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
相
互
が

触
れ
合
い
共
に
活
動
す
る
機
会

を
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
発
達
や

学
び
の
連
続
性
を
保
障
す
る
た

め
、
異
校
種
間
の
交
流
や
幼
・

小
・
中
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
を
進
め
、
子
ど
も
園
と

小
学
校
、
小
学
校
と
中
学
校
の

円
滑
な
接
続
を
図
り
ま
す
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の

充
実

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
情
報

活
用
能
力
を
高
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
子
ど

も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
お
よ
び
情
報
モ
ラ
ル

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
を

活
用
し
た
授
業
づ
く
り
の
推
進

お
よ
び
協
働
的
な
学
び
と
個
々

に
合
わ
せ
た
個
別
最
適
な
学
び

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
家

庭
に
お
け
る
通
信
機
器
整
備
な

ど
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、学
校
図
書
館
を「
学

習
・
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
位
置

付
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
で
の
調
べ

学
習
や
発
表
が
可
能
な
教
室
環

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
・
協
働

学
校
の
主
体
性
・
自
律
性
の

確
立
と
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
強
化
を
図
り
、
地
域
の
教

育
力
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
的
役
割
を
担

う
委
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
通

じ
、
地
域
の
力
を
学
校
運
営
に

生
か
す
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
教
育
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
広
報
紙
な
ど

を
通
し
て
積
極
的
に
教
育
情
報

を
発
信
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
放

課
後
な
ど
に
お
い
て
安
全
・
安

心
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
や

地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

⑥
学
校
経
営
改
革
の
推
進

校
務
事
務
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
有

効
に
活
用
し
、
教
員
が
ゆ
と
り

を
も
っ
て
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
土
曜
授
業
や
学
校
参

観
、
学
校
運
営
協
議
会
の
充
実

を
図
り
、
学
校
経
営
方
針
に
基

づ
く
教
育
活
動
の
成
果
を
評

価
・
検
証
し
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
協
働
す
る
学
校
評
価
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
体
罰
は
暴
力
で
あ

る
と
の
認
識
の
も
と
、
全
校
を

挙
げ
て
体
罰
の
根
絶
、
相
談
・

即
応
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地

域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

⑦
健
康
・
食
に
関
す
る
教
育
の

推
進

子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

健
康
教
育
や
体
育
の
授
業
、
運

動
部
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
食
育
指
導
の
充
実
や
地

産
地
消
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

た
安
全
・
安
心
な
学
校
給
食
の

提
供
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
体
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

ま
た
「
第
１
期
栗
山
町
健
康

増
進
計
画
」の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

が
ん
の
仕
組
み
や
予
防
、
歯
と

口
腔
の
衛
生
に
関
す
る
正
し
い

知
識
と
生
活
習
慣
の
習
得
を
図

り
、健
康
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

子どもたちが誇りを持てる「ふるさと栗山」を目指して子どもたちが誇りを持てる「ふるさと栗山」を目指して

　　栗山町議会定例会 3 月定例会議で、吉田政和栗山町議会定例会 3 月定例会議で、吉田政和
教育長が教育行政執行方針を示しましたので、教育長が教育行政執行方針を示しましたので、
その内容をお知らせします。その内容をお知らせします。

教教　　育行政育行政
　　執行方針　　執行方針
　　育行政育行政
　　執行方針　　執行方針
教

令和 4 年度令和 4 年度

令和 4 年度令和 4 年度
教育行政執行方針教育行政執行方針
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ふるさと給食（11 月）ふるさと給食（11 月）



⑧
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の

整
備
充
実

通
学
路
内
の
安
全
対
策
と
学

校
や
園
へ
の
不
審
者
侵
入
の
抑

止
、
初
期
対
応
な
ど
安
全
確
保

に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、
安
全

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通

事
故
や
犯
罪
な
ど
の
危
険
を
予

測
し
回
避
す
る
能
力
を
高
め
る

と
と
も
に
、
学
校
・
地
域
の
防

災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

他
者
や
社
会
の
安
全
に
貢
献
で

き
る
資
質
や
能
力
の
育
成
を
図

る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
学

校
安
全
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
学
校

施
設
な
ど
の
改
修
を
計
画
的
に

進
め
、
児
童
・
生
徒
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

⑨
栗
山
高
校
の
維
持
・
存
続
に

向
け
た
支
援
強
化
と
魅
力
化

ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

栗
山
高
校
の
募
集
間
口
維
持

の
活
動
は
も
と
よ
り
、
生
徒
確

保
に
向
け
、
時
代
に
即
し
た
各

種
支
援
制
度
の
充
実
を
図
り
、

魅
力
あ
る
高
校
・
選
ば
れ
る
高

校
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
な
学
校
の
在

り
方
や
特
色
あ
る
教
育
課
程
の

検
討
な
ど
、
北
海
道
栗
山
高
等

学
校
の
魅
力
づ
く
り
委
員
会

か
ら
の
提
言
項
目
「
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）」
を
実
現
す
る
た

め
、
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
を
設
置
し
、
産
・
学
・
官

の
参
画
に
よ
る
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
官
民
協
働
に
よ
り

町
を
挙
げ
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
栗
山
高
校
女
子
硬
式
野

球
部
の
活
動
開
始
に
係
る
環
境

整
備
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き

必
要
な
支
援
を
進
め
ま
す
。

 

第
２
分
野「
社
会
教
育
」

第
２
分
野「
社
会
教
育
」

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
や
教
育
に
お

け
る
今
日
的
課
題
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
住
民
主
体
の

学
習
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
の
果
た
す
べ
き
役
割
や

機
能
を
明
確
に
し
、
教
育
活
動

を
総
合
的
・
系
統
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
す
る

こ
と
を
６
点
申
し
上
げ
ま
す
。

①
生
涯
教
育
の
推
進

子
ど
も
の
望
ま
し
い
生
活
習

慣
確
立
の
た
め
の
啓
発
活
動
、

家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
の

連
携
推
進
を
図
り
、
家
庭
教
育

の
機
能
を
高
め
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
と
と
も
に
「
く
り
や

ま
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
を
通

し
た
自
然
・
社
会
体
験
の
充
実

や
栗
山
町
青
少
年
育
成
事
業
支

援
な
ど
、
青
少
年
の
体
験
活
動

の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
図
書
館
活
動
推
進

の
た
め
、
学
校
図
書
館
と
の
連

携
推
進
や
子
育
て
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
の
実
施
、
電
子

図
書
館
の
活
用
な
ど
を
通
じ
、

町
民
の
読
書
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

②
自
然
環
境
教
育
の
推
進

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館
の
管
理
運

営
な
ど
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
生
息
環
境
を
保
全
し
、
そ
の

生
態
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

栗
山
町
自
然
教
育
中
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

計
画
実
行
委
員
会
や
そ
の
他
の

関
係
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
を

通
し
た
、
自
然
・
里
山
環
境
の

保
全
を
進
め
る
な
ど
、
人
と
自

然
と
の
共
生
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
充
実
お
よ
び
指
導
者
の
確

保
、
町
内
児
童
生
徒
の
体
験
学

習
支
援
な
ど
、
雨
煙
別
小
学
校

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス
を

拠
点
と
し
た
、
町
独
自
の
「
ふ

る
さ
と
自
然
体
験
教
育
」
を
推

進
し
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
お
よ
び
各
種
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
な
ど
を
通

し
、
年
齢
や
興
味
関
心
・
技
術

技
能
に
応
じ
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
大
学

や
企
業
な
ど
の
合
宿
・
研
修

な
ど
の
受
入
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

④
芸
術
・
文
化
の
推
進
と
文
化

財
の
保
存
・
活
用

小
学
校
で
の
演
劇
鑑
賞
や
美

術
展
な
ど
芸
術
鑑
賞
事
業
、
札

響
ひ
な
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト
の

開
催
支
援
な
ど
の
音
楽
鑑
賞
事

業
の
実
施
、
文
化
振
興
基
金
補

助
金
を
活
用
し
た
芸
術
文
化
に

親
し
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
や
、
芸
術
祭
、
音
楽
祭
の

開
催
支
援
、
芸
能
祭
、
菊
花
展

な
ど
の
文
化
連
盟
事
業
を
支
援

し
、
町
民
や
文
化
団
体
に
よ
る

芸
術
・
文
化
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
芸
術
家
に
よ
る
工
房

新
築
・
改
築
の
支
援
、
個
展
開

催
支
援
な
ど
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
工
房
体
験
教
室
の
実
施

な
ど
を
通
し
、
芸
術
創
造
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
文
化
財
指
定

や
文
化
財
保
護
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・
活
用

や
開
拓
記
念
館
の
さ
ら
な
る
利

活
用
な
ど「
ふ
る
さ
と
栗
山
」の

文
化
財
の
保
護
・
活
用
を
推
進

し
ま
す
。

⑤
国
際
・
地
域
間
交
流
の
推
進

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感
性

や
国
際
感
覚
を
育
む
た
め
、
町

内
在
住
の
中
高
生
を
対
象
と
し

た
少
年
ジ
ェ
ッ
ト「
希
望
の
翼
」

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
研

修
を
継
続
し
て
実
施
し
、
福
島

県
川
俣
町
の
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
な
が
ら
、
英
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮

城
県
角
田
市
と
の
子
ど
も
交
歓

の
つ
ど
い
や
勤
労
青
年
研
修
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
外
小
中
学
校
・

大
学
な
ど
の
教
育
活
動
の
受
け

入
れ
拡
大
な
ど
、
自
然
・
農
村

環
境
を
活
か
し
た
体
験
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
通
し
た
都

市
農
村
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

⑥
老
朽
化
し
た
施
設
の
計
画
的

改
修

老
朽
化
し
た
社
会
体
育
施
設

お
よ
び
社
会
教
育
施
設
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
の
個
別
施
設

計
画
に
基
づ
く
改
修
な
ど
を
計

画
的
に
行
い
ま
す
。
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超
高
齢
社
会
の
到
来
と
と
も

に
介
護
人
材
な
ど
の
需
要
が
高

ま
る
中
、
近
年
の
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
よ
り
介
護
職
を
目

指
す
人
材
は
減
少
を
続
け
て
い

る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
質
の
高
い
介
護
福
祉
士
の
養

成
や
本
町
を
は
じ
め
、
全
道
・

全
国
に
向
け
て
優
秀
な
人
材
を

輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
学

生
確
保
な
ど
に
努
め
ま
す
。

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
す
る

こ
と
を
２
点
申
し
上
げ
ま
す
。

①
学
生
確
保
と
経
営
基
盤
の

確
立

最
終
年
度
と
な
る
経
営
改
善

計
画
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
学

校
経
営
基
盤
の
確
立
の
た
め

「
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す
る

自
治
体
包
括
連
携
協
定
」
の
推

進
を
は
じ
め
、
学
生
確
保
対
策

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

も
と
、
確
か
な
知
識
・
技
術
の

習
得
に
よ
り
国
家
試
験
合
格
率

１
０
０
％
を
目
指
す
と
と
も

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の

基
礎
的
理
解
を
踏
ま
え
た
視
野

の
広
い
介
護
人
材
を
養
成
し

ま
す
。

　②
本
校
の
教
育
機
能
の
有
効
活

用
と
関
係
機
関
等
と
の
連
携

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

一
端
を
担
う
町
立
学
校
と
し

て
、
本
校
学
生
が
取
り
組
む
地

域
活
動
研
究
に
よ
る
福
祉
課
題

な
ど
の
調
査
・
研
究
や
ケ
ア

ラ
ー
支
援
推
進
に
係
る
連
携
協

力
、
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
連
携
な
ど
を
通
し
て
、
町

民
が
支
え
る
町
立
学
校
で
あ
る

令和 4 年度令和 4 年度
教育行政執行方針教育行政執行方針

令和 4 年度令和 4 年度
教育行政執行方針教育行政執行方針
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結
び
に
、
令
和
４
年
度
に
向
け
た
教
育
長
並
び
に
教
育
委
員
４

人
の
決
意
の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
す
。

私
ど
も
５
人
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
町
民
の
教
育
に
対
す
る
熱

い
想
い
を
受
け
止
め
「
行
動
し
実
行
す
る
教
育
委
員
会
」
と
し
て
、

今
ま
で
以
上
に
栗
山
の
教
育
振
興
に
邁
進
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向
か
い
未
来
を
拓
い
て
い
く
た
め
に
は
、

先
人
の
知
恵
を
学
び
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
勇
気
や
力
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
栗
山

の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ
る
さ
と
栗
山
」

に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
、
さ
ら
に
は
主
体
的
・
協
働
的
に
歩

ん
で
い
く
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校
教
育
を
進

こ
と
が
実
感
で
き
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
本
校
の
教
育
機
能
を

活
用
し
、
未
来
の
介
護
人
材
発

掘
に
つ
な
が
る
小
中
学
校
に
お

け
る
福
祉
教
育
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
介
護
事
業
所
な
ど
と

連
携
し
、
介
護
人
材
の
確
保
・

育
成
お
よ
び
介
護
職
員
の
資
質

向
上
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
校
と
栗
山
高
等

学
校
と
の
間
で
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
連
携
を
土
台
に
、
町
と

介
護
事
業
所
が
協
働
し
た
体
制

を
構
築
し
、
地
域
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
人
材
育
成
を
目

指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
調

査
・
検
討
を
進
め
ま
す
。

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
豊
か
な
学
び
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
や
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
社
会
教
育
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
や
町
民
一
人
ひ
と
り

の
夢
や
志
を
育
む
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
が
連
携

し
て
、
栗
山
町
の
教
育
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
議
員
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
、
令
和
４
年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

キッズクラブ川下り（7 月）キッズクラブ川下り（7 月）

ま
た
、
町
民
講
座
な
ど
町
民

の
学
習
機
会
の
提
供
や
生
涯
学

習
情
報
誌
「
マ
ナ
ビ
ィ
」
の
発

行
、
高
齢
者
大
学
「
い
き
い
き

ス
ク
ー
ル
」
の
実
施
な
ど
、
町

民
が
喜
び
と
生
き
が
い
を
感

じ
る
学
び
の
機
会
を
提
供
し

ま
す
。
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予
算
（
第

予
算
（
第
1111
号
）
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
億
４
５
２
万

６
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
億
２
５
８
３

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内

容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
費
の
減
額
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
６
４
４
９
万
１

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
15
億
８
３
８
３
万
円
と

す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
療
養

議会の動き議会の動き

　　令和 3 年栗山町議会定例会 3 月定例会令和 3 年栗山町議会定例会 3 月定例会
議で次の議案が審議され、全て可決されま議で次の議案が審議され、全て可決されま
した。（3 月 2 日招集）した。（3 月 2 日招集）

給
付
費
の
追
加
な
ど
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
令
和
３
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

▼
令
和
３
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
１
６
８
万
９
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
３
１
１
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
学

生
数
の
確
定
に
伴
う
授
業
料
の
減
額

な
ど
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
９
７
７
７
万
１

千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
14
億
１
０
４
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
減
額
な
ど
に

係
る
補
正
で
す
。　

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
３
０
６
万
８
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
２
３
１
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
の

減
額
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
工
業
団
地
造
成

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
工
業
団
地
造
成

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
か
ら
1
1
5
1
万

１
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
６
０
３
万
９
千
円

議    

案

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
第

４
工
業
団
地
造
成
事
業
費
の
実
績
に

係
る
補
正
で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、

水
道
事
業
費
用
で
１
２
１
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
億
６
８
４
０

万
５
千
円
と
す
る
補
正
と
資
本
的
収

入
及
び
支
出
に
お
い
て
、
資
本
的
収

入
で
４
１
１
２
万
３
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
億
５
１
９
１
万
８
千

円
と
し
、
資
本
的
支
出
で
３
５
１
３

万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３

億
６
２
７
６
万
９
千
円
と
す
る
補
正

で
す
。

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

▼
令
和
３
年
度
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
お
い
て
、

下
水
道
事
業
収
益
で
１
４
０
万
５
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
４
６
３

４
万
５
千
円
と
し
、
下
水
道
事
業
費

用
で
32
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４

億
２
５
４
８
万
７
千
円
と
す
る
補
正

で
す
。
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お

い
て
、
資
本
的
収
入
の
下
水
道
事
業

で
3
8
0
7
万
１
千
円
を
減
額
し
、

総
額
を
２
億
２
６
７
８
万
７
千
円
、

個
別
的
排
水
処
理
施
設
事
業
で
４
４

３
万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１

３
４
２
万
３
千
円
と
し
、
資
本
的
支

出
の
下
水
道
事
業
で
３
５
８
４
万
円

を
減
額
し
、
総
額
を
４
億
９
５
２
９

万
８
千
円
、
個
別
的
排
水
処
理
施

設
事
業
で
２
１
６
万
２
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
６
６
４
万
３
千
円
と

す
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
職
員
倫
理
条
例

▼
栗
山
町
職
員
倫
理
条
例

　

令
和
3
年
11
月
に
策
定
し
た
内
部
統

制
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
町
職
員
に

よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
一
層
の

強
化
に
資
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る

公
正
な
職
務
の
執
行
、
お
よ
び
町
民

の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為

の
防
止
、
そ
の
他
職
員
倫
理
の
保
持

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▼
栗
山
町
第

▼
栗
山
町
第
11
号
会
計
年
度
任
用
職
員

号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

▼
栗
山
町
第

▼
栗
山
町
第
22
号
会
計
年
度
任
用
職
員

号
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

以
上
２
件
は
、
令
和
３
年
11
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
政
府
の
経
済
対
策
に

基
づ
き
、
民
間
の
保
育
士
等
に
対
す

る
措
置
に
併
せ
て
、
町
が
運
営
す
る

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事

す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
を
図
る
も
の
で
、
国
庫
補
助
事
業

を
活
用
し
、
そ
の
基
準
額
で
あ
る
月

額
１
万
１
千
円
を
上
限
に
、
勤
務
時

間
数
に
応
じ
た
報
酬
ま
た
は
手
当
を

新
た
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

▼
栗
山
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　　

令
和
４
年
２
月
17
日
に
公
布
さ
れ

た
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
係

る
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に
お
い

て
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
を
目
的
に
、
任
命
権
者

に
対
し
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置

等
が
義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

国
家
公
務
員
の
措
置
に
準
拠
し
、
規

定
の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

▼
栗
山
町
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

令
和
２
年
度
よ
り
移
転
建
替
え
を
進

め
て
い
る
中
央
団
地
の
一
部
が
完
成

し
た
こ
と
か
ら
、
公
営
住
宅
法
に
基

づ
く
栗
山
町
公
営
住
宅
と
し
て
新
た

に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

▼
栗
山
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
５
月
19
日
に
公
布
さ
れ
た

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
お
い
て
、「
行
政
機
関
個
人

情
報
保
護
法
」
及
び
「
独
立
行
政
法

人
等
個
人
情
報
保
護
法
」を
廃
止
し
、

当
該
関
係
規
定
を
「
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
法
律
」
に
統
合
す
る
改
正

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
関
係
規
定

を
改
め
る
も
の
で
す
。

報　
告

77 広報くりやま　2022. 4 662022. 4　広報くりやま

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

▼
町
道
の
認
定
及
び
廃
止

　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
に
よ
り
起

点
が
変
更
と
な
る
中
央
１
号
線
、
道

営
農
地
整
備
事
業
に
よ
り
終
点
が
変

更
と
な
る
継
立
南
２
号
線
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
認
定
替
を
す
る
も
の

で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
、
職
員
給
与
に
係
る
住
居
手
当
の

削
減
に
つ
い
て
、
そ
の
期
間
を
１
年

間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町

▼
令
和
４
年
度
一
般
財
団
法
人
栗
山
町

農
業
振
興
公
社
事
業
計
画
の
報
告
に

農
業
振
興
公
社
事
業
計
画
の
報
告
に

つ
い
て

つ
い
て

議会ホームページでは、議会
のライブ中継や録画配信、会
議録の閲覧などができます。
https://www.town.kuriyama.
hokkaido.jp/site/gikai/

議会の最新情報は
ホームページで確認を

「くりやま老舗祭り」「くりやま老舗祭り」中止のお知らせ中止のお知らせ
　新型コロナウイルスの国内感染拡大を受け、4 月 9 日㈯、
10 日㈰に予定していました「2022 くりやま老舗まつり」の
中止を決定しましたので、お知らせします。
　ご来場を楽しみにしていたお客様には、大変ご迷惑をお掛
けいたしますこと、深くお詫び申し上げます。

くりやま老舗まつり実行委員会
【問い合わせ】　小林酒造株式会社　☎ 72-1001  
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条
例
で
は
、
職
員
が
遵
守
す
べ
き
基

本
的
な
行
動
倫
理
と
し
て
、
次
の
こ
と

を
定
め
て
い
ま
す
。

①
町
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
、
常
に
公
正
な
職
務
の
執
行

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
職
務
や
地
位
を
私
的
利
益
の
た
め
に

用
い
て
は
な
ら
な
い
。

③
権
限
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
町
民

の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

④
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て
は
、
公
共

の
利
益
の
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤
勤
務
時
間
外
に
お
い
て
も
、
自
ら
の

行
動
が
公
務
の
信
用
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
常
に
認
識
し
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
通
常
の
社
交
儀
礼
の
範
囲
内
の
香
典

や
供
花
ま
た
は
結
婚
式
の
祝
儀

●
宣
伝
用
物
品
や
記
念
品
な
ど
、
広
く

一
般
に
配
付
す
る
た
め
の
も
の

●
会
議
に
出
席
し
た
時
の
軽
微
な
茶
菓

の
提
供　

な
ど

◆
職
員
が
遵
守
す
べ
き

　
倫
理
原
則

◆
利
害
関
係
者
と
の

　
禁
止
行
為

町
職
員
の
倫
理
保
持
の
た
め
の

ル
ー
ル
を
定
め
ま
し
た

栗
山
町
職
員
倫
理
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
町
職
員
が
仕
事
を
行
う
う
え
で
の
禁
止
行
為
を
定
め
る
な
ど
、
公
正
な
職
務
の
確
保
と
町
民
の
皆
さ
ん
の

疑
惑
や
不
信
を
招
く
行
為
の
防
止
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
よ
り
町
職
員
倫
理
条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

4 月 1 日施行

【問い合わせ】
町総務課総務グループ

☎ 72-1111

Ｑ  

利
害
関
係
者
と
は

　

利
害
関
係
者
と
は
主
に
、
職
員

に
と
っ
て
次
に
当
た
る
者
で
す
。

①
許
認
可
な
ど
を
受
け
て
い
る
、

ま
た
は
そ
の
申
請
を
し
て
い
る

事
業
者
・
個
人
な
ど

②
補
助
金
な
ど
の
交
付
の
対
象
と

な
る
、
ま
た
は
そ
の
申
請
を
し

て
い
る
事
業
者
や
個
人
な
ど

③
契
約
を
締
結
し
て
い
る
、
ま
た

は
締
結
を
予
定
す
る
事
業
者
・

個
人
な
ど

　

ま
た
、
職
員
が
異
動
に
よ
り
業

務
が
変
わ
っ
た
場
合
も
、
引
き
続

き
３
年
間
は
、
前
職
の
利
害
関
係

が
継
続
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

Ｑ  

条
例
違
反
の
疑
い
が

　

  

あ
る
場
合
は

　

町
で
は
、
学
識
経
験
者
３
人
で

構
成
す
る
外
部
組
織
と
し
て
「
内

部
統
制
等
推
進
委
員
会
」
を
設
置

し
ま
す
。

　

内
部
通
報
な
ど
に
よ
り
、
違
反

が
疑
わ
れ
る
事
案
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
案
の
調
査
、
外
部
委
員

会
の
評
価
な
ど
を
経
て
事
実
の
認

定
を
行
い
ま
す
。

　

酒
食
に
限
ら
ず
、
旅
行
の
接
待
や　

遊
戯
の
接
待
を
含
め
、
利
害
関
係
者
の

費
用
負
担
に
よ
り
、
も
て
な
し
を
受
け

る
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
職
員
自
身
が
飲
食
費
用
を

自
己
負
担
す
る
場
合
な
ど
は
、
利
害
関

係
で
あ
っ
て
も
共
に
飲
食
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

金
融
機
関
等
を
除
き
、
利
害
関
係
者

か
ら
金
銭
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。
通
常
一
般
の
利
子
を

払
う
と
し
て
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

同
様
に
、
利
害
関
係
者
か
ら
無
償
で

物
品
や
不
動
産
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と

も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

の
友
人
関
係
が
あ
る
場
合
な
ど
、
私
的

な
関
係
が
あ
る
場
合
は
、状
況
に
応
じ
、

例
外
と
し
て
行
為
が
認
め
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

利
害
関
係
者
か
ら
、
正
当
な
理
由
な

く
対
価
を
負
担
し
な
い
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
行
為
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

例   

ハ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
よ
る
送
迎
提

供
、
無
償
で
自
己
の
業
務
を
手

伝
っ
て
も
ら
う
行
為
な
ど

　

ま
た
、
有
償
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
場
合
で
も
、
時
価
よ
り
著
し
く
低
い

対
価
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
は
、

禁
止
行
為
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

前
述
の
禁
止
行
為
に
該
当
す
る
こ
と

を
利
害
関
係
者
に
要
求
し
、
家
族
を
含

む
第
三
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
を
固
く
禁

じ
て
い
ま
す
。

例　
利
害
関
係
者
に
家
族
へ
の
贈
り
物

を
要
求
す
る
行
為
な
ど

　

そ
の
他
、
利
害
関
係
者
か
ら
親
族
の

就
職
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
行
為
や
、

公
務
の
場
合
を
除
き
、
利
害
関
係
者
と

私
的
な
旅
行
を
行
う
こ
と
な
ど
も
禁
止

し
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
一
方
で
、
利
害
関
係
者
と
親
族

関
係
に
あ
る
場
合
や
、
学
生
時
代
か
ら

◆
禁
止
行
為
違
反
は

　
懲
戒
処
分
の
対
象
に

　

町
で
は
、
今
回
の
条
例
制
定
に
併
せ

て
「
職
員
の
懲
戒
処
分
等
に
関
す
る
基

準
」
の
見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。
禁

止
行
為
を
行
っ
た
職
員
に
つ
い
て
は
、　

免
職
、
停
職
、
減
給
等
の
厳
し
い
懲
戒

処
分
の
対
象
と
す
る
も
の
で
、
不
適
正

な
行
為
の
抑
止
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
町
民
に
信
頼
さ
れ
る

　
行
政
を
目
指
し
て

～通報により違法行為等を是正～
「栗山町内部通報制度」について

　内部通報制度は、職員倫理条例違反を含め、
町職員による法令・条例等に違反する行為（そ
の恐れがある場合を含む）があった場合に、
特定の窓口（総務課内）で通報を受け、違法
状態の調査と早期是正を行う仕組みです。
　町では、今般の職員倫理条例の制定に併せ
て新たに制度化しました。

◆通報窓口　町総務課「内部通報・相談窓口」
◆通報方法　原則、所定様式による文書提出
※通報に関する相談からも受け付けます。
◆通報対応

速やかに通報事案の調査を行い、違法行為
等が確認されれば、必要な是正措置を講じ
ます。

※第三者に通報者が特定されないよう最大限
の配慮を行います。

利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
や
物
品
、

不
動
産
の
贈
与
は
受
け
ま
せ
ん
。

禁  止

利
害
関
係
者
か
ら
供
応
接
待
を

受
け
ま
せ
ん
。

禁  止

利
害
関
係
者
か
ら
無
償
で

役
務
の
提
供
を
受
け
ま
せ
ん
。

禁  止

利
害
関
係
者
か
ら
金
銭
を
借

り
る
行
為
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。

禁  止

第
三
者
に
対
す
る
贈
与
等
を

要
求
す
る
行
為
は
し
ま
せ
ん
。

禁  止

　

条
例
制
定
の
真
の
目
的
は
、
職
員　

自
ら
が
今
ま
で
以
上
に
自
ら
の
行
動
を

律
し
、
職
務
遂
行
の
た
め
、
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
で
、
町
行
政

に
対
す
る
町
民
皆
さ
ん
の
信
頼
確
保
を

目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
今
後
、
条
例
に
基
づ
き
、
職

員
の
法
令
遵
守
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
推
進
に
向
け
た
職
員
研
修
等
を
継
続

的
に
実
施
す
る
な
ど
、
意
識
啓
発
に

継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。



歳   出

総務費
　20.7％

民生費
　22.6％

土木費
　12.5％

教育費
　7.9％

公債費
　12.4％

衛生費 
     11.6％

議会費 0.8％災害復旧費
諸支出金
予備費　 0.0％

消防費
　3.8％

農林水産業費 5.0％

商工費・労働費 
     2.7％

77 66

歳 入 （町の収入）
　町の一番大きな会計であり、福祉、教育、産業などの幅広い事
業を行う一般会計は、89 億 600 万円で、前年度と比較し 9,400 万
円（1.1%）の増となりました。【表 1】

【一般会計予算の概要】
　歳入は、町税が前年比 2.5% 増の 12 億 3,255 万 1 千円、地方交
付税が前年比 2.8% 増の 33 億 1 千万円、町債が前年比 3.9% 減の
13 億 940 万円となりました。国や道からの補助金などによる依存
財源の割合は 75.1% で、歳入の 8 割近くが国や道に依存している
構造となっています。【図 1】

歳 出 （町の支出）

　目的別の歳出内訳は、児
童、高齢者、福祉、医療費
助成などに要する民生費が
20 億 1,696 万 8 千円 (22.6%)
と最も多く、次いで新型コ
ロナウイルス感染症対策や
職員給与、庁舎などの施設
管 理 に 要 す る 総 務 費 が 18
億 4,642 万 1 千 円 (20.7%)、
道路や公園、公営住宅の整
備などに要する土木費が 11
億 1,006 万 1 千 円 (12.5%)
の順となっています。【図 2】

【図２】歳出

町税
13.8％

繰入金 3.4％

地方交付税
　37.2％

国庫支出金
     10.7%

町債
  14.7％

道支出金
    7.7％

その他
0.3％

地方譲与税 1.2％

歳  入

自主財源

（利子割交付金・配当割交付金・株式等譲
渡所得割交付金・法人事業税交付金・地方
特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・環境
性能割交付金・交通安全対策特別交付金）

24.9％

その他  1.7％
（分担金及び負担金・

  繰越金・財産収入）

寄附金 1.4％

諸収入 2.2％

使用料及び
手数料  2.4％

地方消費税交付金 3.3％

依存財源
　75.1％

【図１】歳入

一般会計予算一般会計予算 89 億 600 万円89 億 600 万円の内訳の内訳
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－令和 4 年度予算の概要－
予算総額

140 億 8,224 万 1 千円

【表１】 各会計予算の概要

区　　分 令和 4 年度 令和 3 年度 増　　減 対前年比
（％）

一般会計 89 億 600 万円 88 億 1,200 万円 9,400 万円 1.1

国民健康保険特別会計 14 億 3,204 万円 14 億 5,369 万円 △ 2,165 万円 △ 1.5

北海道介護福祉学校特別会計 1 億 706 万円 1 億 337 万円 369 万円 3.6

介護保険特別会計 14 億 8,472 万円 14 億 5,276 万円 3,196 万円 2.2

後期高齢者医療特別会計 2 億 4,954 万円 2 億 4,538 万円 416 万円 1.7

住宅団地造成事業特別会計 2,891 万円 3,895 万円 △ 1,004 万円 △ 25.8

工業団地造成事業特別会計 2,573 万円 3,755 万円 △ 1,182 万円 △ 31.5

水道事業会計 7 億 1,796 万 3 千円 7 億 6,509 万 2 千円 △ 4,712 万 9 千円 △ 6.2

下水道事業会計 11 億 3,027 万 8 千円 11 億 4,151 万 5 千円 △ 1,123 万 7 千円 △ 1.0

　 合 計 　 140 億 8,224 万 1 千円 140 億 5,030 万 7 千円 3,193 万 4 千円 0.2

【特別会計の概要】
　特別会計は、特定の事業目的のために一
般会計と区分した会計です。町には 6 つの
特別会計があり、本年度の総額は 33 億 2,800
万円で、前年度と比較し 370 万円 (0.1%) の
減となりました。【表 1】
　主な要因は、国民健康保険特別会計にお
いて国民健康保険事業費納付金の減による
ものです。

【事業会計の概要】
　事業会計は、民間企業と同様の経理方法によ
り運営している会計です。町には水道と下水道
の 2 つの事業会計があり、本年度の総額は 18
億 4,824 万 1 千円で、前年度と比較し 5,836 万
6 千円（3.1%）の減となりました。【表 1】
　主な要因は、企業債償還金の減によるもの
です。

令
和
4
年
度
一
般
会
計
、

６
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ
の
事

業
会
計
の
予
算
が
、
令
和
３
年

栗
山
町
議
会
定
例
会
3
月
定

例
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
令
和
4
年
度
の
当
初
予
算
額

町
全
体
の
予
算
総
額
は
１
４

０
億
8
2
2
4
万
1
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
3
1
9
3

万
4
千
円
（
0 

・
2
%
）
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

主
に
５
カ
年
計
画
の
最
終
年

と
な
る
中
心
市
街
地
区
再
開
発

な
ど
の
都
市
基
盤
事
業
や
、
中

央
団
地
（
２
棟
10
戸
）
の
移
設

建
て
替
え
な
ど
公
営
住
宅
整
備

事
業
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
の

ご
み
の
広
域
焼
却
処
理
施
設
の

整
備
、
栗
山
高
校
・
北
海
道
介

護
福
祉
学
校
の
女
子
学
生
寮
運

営
、
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築

支
援
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ

ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
３

令和 4 年度予算



　

生
活
環
境

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
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○
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
よ
る
広
域

焼
却
処
理
施
設
整
備
を
円
滑
に
推
進 

（
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
負
担
金
）

　
　
　
　
　

４
億
１
９
４
１
万
８
千
円

○
栗
山
中
学
校
へ
の
非
常
用
発
電
機
整

備
に
向
け
た
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
１
千
円

○
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
電
源
装
置
を
修
繕　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22
万
６
千
円

○
第
３
分
団
第
１
部
の
消
防
自
動
車
を

更
新
（
南
空
知
消
防
組
合
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　

２
１
１
３
万
１
千
円

○
３
町
（
栗
山
町
・
由
仁
町
・
長
沼
町
）

統
合
型
の
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
整

備
（
南
空
知
消
防
組
合
負
担
金
）　

　
　
　
　
　
　
　

１
２
９
５
万
２
千
円

○
消
防
職
員
待
機
宿
舎
を
修
繕
（
南
空

知
消
防
組
合
負
担
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
８
千
円

○
第
２
分
団
第
１
部
庁
舎
を
修
繕
（
南

空
知
消
防
組
合
負
担
金
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
２
万
円

○
継
立
地
区
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37
万
３
千
円

○
栗
山
高
校
生
徒
の
資
質
向
上
と
栗
山

高
校
の
魅
力
づ
く
り
を
支
援
（
部
活

動
遠
征
交
通
費
補
助
、
学
生
寮
寮
費

補
助
、
全
道
大
会
以
上
の
部
活
動
対

外
派
遣
費
補
助
、
進
学
・
公
務
員
模

擬
試
験
受
験
料
補
助
、
資
格
取
得
受

験
料
補
助
、海
外
研
修「
少
年
ジ
ェ
ッ

ト
」
栗
高
生
枠
２
人
補
助
、
通
学

費
補
助
（
部
活
動
下
校
便
支
援
）、

入
学
準
備
支
援
金 

、
ス
キ
ー
授
業

補
助
）　　
　
　

  

４
２
８
万
９
千
円

○
介
護
福
祉
学
校
実
習
室
の
設
備
を

更
新（
入
浴
実
習
室
給
湯
ボ
イ
ラ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

    

１
０
１
万
４
千
円

○
新
た
に
栗
山
高
校
生
徒
を
受
け
入

れ
、
学
生
寮
を
運
営

　
　
　
　
　
　
　

２
３
２
５
万
６
千
円

○
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ト
イ
レ
を
洋

式
化　
　
　
　
　
　
　

90
万
８
千
円

○
角
田
水
泳
プ
ー
ル
の
濾
過
機
を
修
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

71
万
３
千
円

○
ス
キ
ー
事
業
で
使
用
す
る
放
送
用
備

品
を
整
備　
　
　
　
　

24
万
１
千
円

　令和 4 年度予算概要のほか、より具体的な予算内容
をまとめた冊子「知っておきたい！まちの予算～令和
4 年度予算説明書～」を作成しました。
　冊子は、下記の施設窓口に配置しているほか、町ホー
ムページに掲載しています。
　・役場新庁舎１階ロビー
　・カルチャープラザ「Eki」
　・総合福祉センター「しゃるる」
　・図書館
　・農村環境改善センター
　・南部公民館
　また、ご希望の方には配布も
行っています。
　ご希望の場合は下記まで
ご連絡ください。

【連絡先・問い合わせ】
　町経営企画課行政経営グループ
　☎ 73-7503

詳しい情報は別冊資料をご覧ください

○
町
道
の
改
良
や
橋
梁
の
補
修
工
事
を

実
施
（
中
央
橋
補
修
工
事
、
町
道
区

画
線
工
事
、
緑
町
通
り
側
溝
改
修
工

事
、
北
学
田
２
線
側
溝
整
備
工
事
、

杵
臼
本
線
道
路
改
良
・
舗
装
工
事
、

中
央
通
り
歩
道
改
修
工
事
、
雨
煙
別

第
５
支
線
舗
装
補
修
工
事
）

　
　
　
　
　

１
億
８
５
７
８
万
２
千
円

○
公
営
住
宅
の
整
備
を
実
施
（
継
立
団

地
新
築
工
事
基
本
・
実
施
設
計
、
中

里
団
地
新
築
工
事
基
本
設
計
、
ふ
じ

団
地
外
壁
改
修
実
施
設
計
、
中
央
団

地
（
２
棟
10
戸
）
新
築
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　

９
１
２
１
万
５
千
円

○
次
期
住
宅
団
地
の
造
成
に
向
け
た
調

査
を
実
施　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

○
旧
継
立
中
学
校
の
利
活
用
に
向
け
た

改
修
工
事
を
実
施
（
屋
上
防
水
改
修

工
事
、
排
水
設
備
工
事
、
電
灯
回
路

受
電
設
備
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　

１
１
６
４
万
１
千
円

○
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
万
２
千
円

○
農
地
等
の
整
備
事
業
を
支
援
（
御
園

南
部
地
区
、
継
立
北
部
地
区
、
継
立

た
め
池
１
地
区
、
円
山
地
区
、
南
角

田
北
部
地
区
）　

　
　
　
　
　
　
　

２
５
４
２
万
２
千
円

今
年
度
の
主
要
事
業

　

教　
育

人
々
が
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

医
療
・
保
健
・
福
祉

健
幸
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

産　
業

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

都
市
基
盤

快
適
で
や
す
ら
ぐ
ふ
る
さ
と
づ
く
り

　

地
域
経
営

み
ん
な
が
主
役
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

令和 4 年度予算

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
予
算

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
２
７
８
６

　

万
９
千
円
と
そ
の
他
感
染
症
対
策
に

か
か
る
１
億
６
１
２
５
万
７
千
円
を

合
計

　
　
　
　
　

１
億
８
９
１
２
万
６
千
円

（
主
な
事
業
は
14
～
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

○
河
川
の
浚
渫
を
実
施
（
富
士
川
、
ハ

サ
ン
ベ
ツ
川
、
ト
キ
ト
川
、
杵
臼
川
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
５
１
万
円

○
公
園
施
設
の
修
繕
・
整
備
を
実
施（
栗

山
駅
南
公
園
施
設
整
備
、
栗
山
駅
西

広
場
街
路
灯
修
繕
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
４
万
４
千
円

○
中
心
市
街
地
区（
中
央
１
～
３
丁
目
）

の
再
開
発
事
業
を
実
施
（
中
心
市
街

地
案
内
板
整
備
、
栗
山
駅
南
交
流
拠

点
施
設
整
備
）　

　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
３
４
０
万
円

○
国
道
２
３
４
号
整
備
促
進
の
た
め
の

要
望
活
動
を
実
施　
　
　
　

50
万
円

○
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
の
学
生
募

集
対
策
を
強
化
（
介
護
人
材
確
保
に

向
け
た
自
治
体
包
括
連
携
協
定
の
取

組
推
進
、
学
生
募
集
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
活
用
や
卒
業
生
の
協
力
に
よ
る

学
生
募
集
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
の
募

集
広
告
掲
載
）　  

７
９
４
万
７
千
円

○
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
新
た

に
実
施
し
、
妊
産
婦
の
相
談
支
援
を

充
実　
　
　
　
　
　
　

54
万
６
千
円

○
３
歳
児
健
康
診
査
の
検
査
内
容
に
屈

折
検
査
を
追
加　

１
３
７
万
５
千
円

○
栗
山
赤
十
字
病
院
の
改
築
を
支
援　

　
　
　
　
　

２
億
２
６
９
８
万
４
千
円

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
ス
キ
ッ
プ
」

の
庇ひ

さ
しを
修
繕　
　
　
　
　
　

60
万
円

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

の
屋
上
防
水
改
修
な
ど
を
実
施　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
９
９
万
円

○
第
７
次
総
合
計
画
を
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
７
万
４
千
円

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
に
よ
る
情
報
共

有
手
段
の
充
実　
　

１
７
５
３
万
円

○
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
（
フ
ァ
ブ

ラ
ボ
栗
山
）
の
試
行
運
営
と
担
い
手

人
材
の
育
成　
　
　

２
６
９
５
万
円

○
新
た
な
観
光
推
進
体
制
の
構
築

　
　
　
　
　
　
　

１
６
２
２
万
２
千
円
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令和 4 年度予算

　新型コロナウイルス感染症の拡大や長期化によって経済的な影響を受けていることが懸念される大
学生等に対し、就学および生活維持を支援するため、給付金を支給します。

○支援対象
学生またはその保護者が令和4年4月15日現在、町内に住所を有していて、大学（大学院および短
期大学を含む）、高等専門学校（4年生、5年生、または専攻科）、専門学校（専修学校の専門課
程）に在学している方

○給付額
　・自宅以外から通学している大学生等　50,000円
　・自宅から通学している大学生等　30,000円
○申請方法
　町教育委員会に備え付けの申請書類に必要書類を添えて提出　
　※町ホームページからダウンロードできます。
○申請受付期間
　4月1日㈮から9月30日㈮まで

【問い合わせ】　町教育委員会学校教育課学校経営改善室　☎ 72-1117

事業2 大学生等生活支援給付金事業事業6

　保護者の収入減など、感染症の影響を受けている児童生徒家庭の経済的負担の軽減を図るため、児
童生徒の保護者を対象に、令和4年4月から令和5年3月までの学校給食費を無償化します。
　※詳細については、保護者の方へ別途通知します。

【問い合わせ】　町教育委員会学校教育課学校教育グループ　☎ 72-1117

事業2 学校給食費無償化事業事業4

　消費行動を促し地域経済を支援するため、商品購入時に利用できる地域応援券を全町民に発行し
ます。
　※詳細については、6月号広報でお知らせします。

【問い合わせ】　町ブランド推進課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

事業2 くりやま地域応援券発行事業事業3

令和 4 年度に実施予定の、新型コロナウイルス感染症対策事業についてご紹介します。
詳しくは下記ホームページをご覧いただくか、担当課までお問い合わせください。
https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/site/covid-19/

令和 4 年度 新型コロナウイルス感染症対策主要事業

　感染症対策として、各公共施設(総合福祉センター「しゃるる」、カルチャープラザ「Eki」、南部
公民館、農村環境改善センター、オオムラサキ館)に空調設備を整備します。

【問い合わせ】　町教育委員会社会教育課社会教育グループ　☎ 72-1117

事業2 公共施設空調対策事業事業5

事業2 栗山町ショートステイ（自主隔離）安心支援事業事業2

　発熱など風邪症状がある町民またはその家族が一時的に滞在できる施設（町有施設）を確保し、新
型コロナウイルス感染に対する不安を解消するとともに、家族内感染のリスクを低減します。

〇支援対象
　食事など身の回りのことを自身で行うことができ、下記のいずれかに該当する方または、その家族
　・発熱などの風邪症状がある。
　・勤務先等から自宅待機の指示が出された。
　・PCR検査の実施または結果を待っている。
　・新型コロナウイルスに感染し、治療の結果、陰性となった。
　※呼吸困難・倦怠感・高熱などの強い症状や、基礎疾患がある方は対象外です。
〇滞在場所
　町有施設および町職員住宅など
〇利用者負担額
　1泊300～500円（宿泊料金の7割を町が負担）

【問い合わせ】　町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-7065

事業1 新型コロナウイルス感染症抗原定量検査費助成事業

　福祉施設、医療機関、学校等において感染者（濃厚接触者含む）が発生した場合など、濃厚接触者
ではないが感染に対する不安を抱える方を対象に、抗原定量検査に係る費用を助成します。

〇助成内容
　検査費用を全額助成
〇検査場所
　栗山赤十字病院　☎ 72-5084（予約専用電話）
　※平日の午前中に電話予約し、指定を受けた時間に来院して検査を受けます。
〇検査費用
　10,000 円

【問い合わせ】　町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-7065
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　感
染
症対

策

　12 歳から 17 歳までの 3 回目接種は、4 月中旬から接種できるよう準備を進めています。国の認
可がおり次第、次の通り接種を実施します。

12 ～ 17 歳のワクチン接種（3 回目）についてお知らせ感染防止対策を徹底しましょうお知らせ

　北海道における「まん延防止等重点措置」が解除され、町では公共施設への町外利用者の制限を解
除し、通常通りの開館を行っています。
　道では引き続き「再拡大防止対策」を 4 月 17 日㈰まで実施しています。人の移動や会食機会が多
くなる時期を迎えていることから、下記の通り感染防止対策を徹底しましょう。

　5 歳から 11 歳までの小児用ワクチン接種は、4 月より日曜日の集団接種と、にしみこどもクリニッ
クでの院内接種を実施します。1 回目の接種から 3 週間後に 2 回目の接種を行います。

小児（5 ～ 11 歳）のワクチン接種についてお知らせ

接種会場 実施曜日 接種時間 ワクチン

にしみこどもクリニック
月、火 14：30 ～ 16：30 ファイザー

土 12：00 ～ 13：00 ファイザー

　　　　　　　　（総合福祉センターしゃるる・各日 80 人）
　　
■接種日時　　　4 月　24 日㈰　9：00 ～ 16：00

　　　　　　　　5 月    　8 日㈰　9：00 ～ 16：00

　・予約方法などは、接種券同封のチラシをご覧ください。
　・1 回目の予約で、自動的に 3 週間後の予約を取ります。
　・ワクチン到着後、順次予約枠を開放します。
　　　　　　　　

　　　　　　　　（にしみこどもクリニック・各日 20 人）

■接種日時　　　4 月　13 日㈬ ～　

　　　　　　　　（毎週水曜日）　　　14：30 ～ 16：30

　※集団・院内接種ともに
　　4 月 5 日㈫　9：00 より予約受付開始します。

町ホームページ町ホームページ
新型コロナ特設サイト→新型コロナ特設サイト→

集団接種集団接種

陽性者から「感染の可能性がある」と連絡を受けたら陽性者から「感染の可能性がある」と連絡を受けたら

【問い合わせ】 　町新型コロナウイルス対策室　☎ 76-7065

院内接種院内接種

　接種券を 4 月上旬に送付します。国の認可が下り次第、予約受付を開始します。受付開始の日時は、
接種券同封のチラシをご覧ください。

　・「三つの密」の回避や、「人と人との距離の確保」「マスクの着用」「手指消毒」「換気」をはじめ
　　とした基本的な感染防止対策を徹底しましょう。特に不織布マスクを推奨します。
　・発熱などの症状がある場合は、外出や移動を控え、かかりつけ医や医療機関を受診しましょう。
　・ワクチン接種の有無にかかわらず、感染に不安を感じる無症状の方は検査を受けましょう。

　
　・混雑している場所や感染リスクの高い場所はできる限り避けて行動しましょう。
　・普段会わない方や重症化リスクの高い方（高齢者、基礎疾患のある方、一部の妊娠後期の方）と　
　　接する際は、基本的な感染防止対策を更に徹底しましょう。

日常生活の際は日常生活の際は

特に外出の際は特に外出の際は

18歳以上のワクチン追加接種（3回目）についてお知らせ

　18 歳以上の方で 2 回目接種から 6 カ月が経過した方ヘの接種券の送付は概ね完了しています。現在、
65 歳以上の方の接種率は 87％を超え、65 歳未満の方の接種も順調に進んでいます。接種予約が減
少していることから、4 月より接種体制を次の通り変更します。

接種会場 実施曜日 接種時間 ワクチン

栗山赤十字病院
水、木、金  15：00 ～ 15：30 モデルナ

土    9：00 ～ 10：30 モデルナ

にしみこどもクリニック 金  14：30 ～ 16：00 ファイザー

梶整形外科医院 木    9：00 ～ 11：00 モデルナ

新型コロナワクチン接種状況新型コロナワクチン接種状況

町ホームページでは、
町民のワクチン接種の
状況を随時更新してい
ます。



学校職員の異動学校職員の異動
【転　入】（　）内は前任校

　■校長
　　栗山小　松本　伸彦（岩見沢：日の出小）
　　継立小　土谷　直樹（滝川：滝川第二小）
　
　■教頭
　　角田小　吉岡　　繁（栗山小）
　　栗山中　濱本有未代（北海道立教育研究所）
　
　■主幹教諭　
　　栗山小　磯部　俊彦（栗山小）
　
　■教諭　
　　栗山小　幾世橋　大（岩見沢：幌向小）
　　　　　　北野ゆかり（美唄：東小）
　　　　　　辻　　　瞳（赤平：赤間小）
　　　　　　朝倉　秀明（深川：一巳小）
　　　　　　古谷　直人（夕張：ゆうばり小※再任用）　　
　　角田小　齊藤　　強（滝川：西小）
　　栗山中　工藤　貴夫（岩見沢：光陵中）
　　　　　　澤田　英寿（由仁：由仁中）
　　　　　　山田　圭子（滝川：明苑中）
　　　　　　南波　　凌（奥尻：奥尻中）
　　　　　　山下穂菜美（新採用）
　　　　　
　■養護教諭　
　　角田小　古野　真弓（岩見沢：緑中※再任用）

　■事務職員
　　角田小　福岡　淳志（美唄：東小※再任用）

【転　出】（　）内は新任校

　■校長
　　栗山小　長谷川道彦（定年退職）
　　継立小　新保　秀樹（妹背牛：妹背牛小）
　　
　■教頭
　　角田小　杉島　亜紀（南幌：南幌小）
　　栗山中　清水　一伸（雨竜：雨竜中※校長採用）
　　
　■主幹教諭
　　栗山小　吉岡　　繁（角田小※教頭昇任）

　■教諭
　　栗山小　高田　　徹（岩見沢：日の出小）　
　　　　　　尾形　由希（歌志内：歌志内学園）
　　　　　　小西千和子（定年退職）
　　　　　　　　　　　　　　（岩見沢：第一小※再任用）　
　　　　　　尾久　邦彦（再任用任期満了）
　　角田小　堤　由美子（夕張：ゆうばり小）
　　栗山中　中川　洋典（岩見沢：豊中）
　　　　　　髙橋　勝幸（由仁：由仁中）
　　　　　　浦瀧　直人（岩見沢：豊中）
　
    ■養護教諭　
　　角田小　梅木　亮子（石狩：花川中）
　
　■事務職員
　　角田小　佐藤　幸夫（定年退職）
　　　　　　　　　　　  （美唄：東小※再任用）

（敬称略）
4 月 1 日付
北海道教育委員会発令

【総務課】
    ■総務グループ主査
　　主　事　山本　　諭

【経営企画課】
　■課勤務
　　主　事　本田　美穂（新採用）

【税務課】
　■課勤務
　　主　事　久米　　響（新採用）

【住民保健課】
　■課勤務
　　保健師　田中　　陽（新採用）

【福祉課】
　■課勤務
　　主　事　樋口しほみ
　　保育士　田村　彩乃（新採用）　

　南空知消防組合職員の異動　（令和 4 年 4 月 1 日発令）

【退　職】
山本　幸子

（再任用）
水上　州洋
田中　裕子

【環境政策課】
　■課勤務
　    主　事　東庄　基樹

【議会事務局】
　■事務局主査
　　主　事　山内あづさ

【教育委員会】
　■事務局勤務
　　主　事　及川　洵成（新採用）
　■北海道介護福祉学校
　　教　員　鈴木　恵美（新採用）

町職員の異動町職員の異動 （令和 4 年 4 月 1 日発令）

【消防課】
　■主幹　
　　消防司令　皆川　　隆
　■総務係主査
　　消防司令補　宮坂　貴史
　■課勤務　
　　消  防  士　朝山　雅斗（新採用）

【生活安全課】
　■救急救助係長　
　　消防司令補　永杉　竜児

≪消 防 署≫
　■通信係長
　　消防司令補　仁木　雅浩
　■予防係主査
　　消防司令補　大谷　　優
　■主任　
　　消防士長　堀　　佑輔
　■課勤務　
　　消防士長　上原　健司　
　■課勤務
　　消  防  士　桶矢　凪紗（新採用）

投票日　　44 月月 1010 日㈰日㈰

栗山町長選挙栗山町長選挙

投票時間　午前投票時間　午前 77 時～午後時～午後７７時時

  【期日前投票】
  期間：4 月 6 日㈬～ 9 日㈯
  時間：8：30 ～ 20：00
  場所：町選挙管理委員会室（役場庁舎１階）

みんなで投票！みんなで投票！
みんなで参加！みんなで参加！
あなたの一票大切に！あなたの一票大切に！
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武　岡　弘　己

塩　原　秀　夫

河　村　　　茂

福　永　　　力

角　田　伸　慶

八木橋　義　則

高　畑　芳　行

湯　地　定　曉

古　瀬　一　芳

赤　穂　範士郎

田　岡　　　勝

小　埜　克　道

初　山　清　仁

丸　山　俊　信

中　山　邦　夫

太　田　　　昇

中　野　良　宣

齋　藤　政　吉

笹　森　孝　雄

北 区

西 区

南

山 の 手

桜 丘

松 栄

中 央

朝 日

朝日４丁目

栗山農事

中里団地

睦

新 里

と き わ

湯地中央

ふじ団地

みなみ中里

青 葉

道 栄
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「くりやま地域応援券」 参加店を募集します「くりやま地域応援券」 参加店を募集します

　町では、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴う行動自粛などにより、地域経済
が停滞している現状を踏まえ、町内の消費を喚起・下支えすることを目的に、商品の購
入などに利用できる 「くりやま地域応援券（額面 300 円で、1,000 円の支払いにつき 1
枚利用できる地域限定応援券）」 を発行します。
　地域応援券を利用できる事業所および店舗を募集しますので、参加店舗として登録を
希望される場合は、下記よりお申し込みください。

【参加店募集概要】
□参加資格

①栗山町内に店舗・事業所を有すること   ②くりやま地域応援券参加店募集要項を遵守できること
※募集要項は「町ホームページ特設サイト」をご確認ください。

□対象となる業種
小売業、飲食業、サービス業など　※一部取り扱いをしない業種・商品などがあります。

□申込方法
くりやま地域応援券参加店登録申請書 に必要事項を記載し、提出してください。（郵送、FAX 可）
※「登録申請書」は町ホームページ特設サイトからダウンロードできます。
※町内に複数の店舗を有している場合は、個別の店舗ごとに申請してください。

□登録手数料および換金手数料
登録申請および換金処理に伴う参加店の手数料負担はありません。

□申込期限
　第 1 次締切：4 月 28 日㈭まで　　　最終締切：9 月 30 日㈮まで

※第１次締切までに申し込みをされた場合は、対象者に交付する地域応援券に同封する参加店一
覧リーフレットに店舗名を掲載します。第 1 次締切以降に申し込みをされた場合は、町ホーム
ページ特設サイトのみでの掲載となります。

詳しくは、町ホームページ特設サイトをご参照ください。
https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/soshiki/53/16012.html

【名　称】 　くりやま地域応援券
【発行主体】 　栗山町
【発行冊数】 　11,400 冊（予定）

（1 冊：300 円× 10 枚）
【交付対象者】 　全町民
【交付額】 　1 人：3,000 円

（額面 300 円の券を 10 枚交付）

【利用店舗】
　募集要項に基づき登録された町内の事業所および店舗

【利用範囲】
　商品の購入や飲食、その他サービスの利用など

【利用期間】
　6 月 13 日㈪から 10 月 31 日㈪まで

【利用方法】
　支払金額 1,000 円につき、地域応援券 1 枚の利用
　※地域応援券のみの利用はできません。

事業概要事業概要

　募集に際し不明な点がありましたら、お問い合わせください。
【申込先・問い合わせ】

　町ブランド推進課観光・賑わい推進グループ
　中央 3 丁目 16 番地（旧岡嶋商店）☎ 76-7787　FAX：76-7782

 ～１年間よろしくお願いします～
令和 4 年　町内会長・自治会長

ーー町内会長ーー
松風第１

松風第２

寺 町

松風本町

松風第５

松風第６

松風第７

松風第８

松風第９

２ 区

３区共親会

４区共和会

５ 区

６ 区

７ 区

８区親交会

９ 区

１ ０ 区

１ ２ 区

大　沼　英　明

刀　根　公　二

髙　倉　　　淳

工　藤　信　司

村　上　勝　彦

松　原　由　典

山　崎　信　治

河　合　政　明

渡　辺　光　章

宮　川　　　博

置　田　武　司

岡　嶋　克　明

楢　崎　忠　彦

前　田　勝　治

小　野　政　則

坂　口　昇　一

岡　本　大　作

岩　佐　和　義

青　木　朝　雄

富 士

中 里

湯 地

森

鳩 山

雨 煙 別

緑 丘

北 学 田

桜 山

杵 臼

旭 台

共 和

三 日 月

阿 野 呂

大 井 分

南 学 田

御 園

南 角 田

円 山

東 山

滝 下

角田町内会連合会

継立町内連合会

日出連合町内会

木　戸　　　好

今　村　誘　逸

大　浦　真　一

橋　本　慶　子

榊　　　靖　穂

小　泉　弘　人

蛇　谷　慎　也

藤　本　光　行

宮　田　　　充

西　山　　　隆

栗　原　直　樹

田　中　一　英

水　本　秀　幸

吉　田　寿　栄

高　尾　孝　幸

藤　井　吉　美

河　村　　　悟

鈴　木　健　一

横　山　延　一

吉　田　　　努

亀　田　　　孝

岩　部　　　洋

喜多村　茂　広

草　間　真　性
（敬称略）

ーー自治会長ーー

花いっぱい運動（5 月） 南町内会と栗高生が交流（11 月）



あっという間に修了式
栗山キッズクラブ

新しい力でマチの元気に
地域おこし協力隊委嘱状交付式
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まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】https://www.town.kuriyama.hokkaido.jp 栗山町 検索栗山町 検索 町ホームページ
のＱＲコード

令和 3 年度栗山町地域おこし協力隊の委嘱状
交付式が、3 月 1 日に役場で行われました。

情報発信プランナーに西村さやか隊員（右）、コ
ミュニティ放送局スタッフに竹崎真央隊員（左）
が着任。西村隊員は「栗山という自然豊かなとこ
ろで、人を元気にする活動をしたいです」と話し、
竹崎隊員は「ラジオを通じて、地域に根差したま
ちづくりに貢献したいです」とあいさつしました。

研修の成果を披露
少年ジェット「希望の翼」

少年ジェット「希望の翼」の研修報告会が 3
月 5 日、総合福祉センター「しゃるる」で

行われました。コロナ禍により海外派遣は中止さ
れましたが、1 月に行われたオンライン研修での
成果を中高生 11 人が英語でスピーチ。周田俊誠
さん（立命館慶祥中 3 年）は「チャレンジする
大切さを学んだので、海外に行けたら現地の方と
たくさん会話したいです」と話していました。

青少年体験学校「栗山キッズクラブ」が 3 月
13 日に行われました。参加した 19 人は雨

煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで宝石せっ
けんづくりを体験。たまご型やアロマ・ハーブの
香り付きのせっけんなどを作りました。活動後に
は修了式が行われ、吉田政和教育長が修了証書を
授与。参加者からは「来年度のキッズクラブも参
加したい」などの声が上がりました。

栗山町で介護福祉士になる
地域活動研究報告会

北海道介護福祉学校の地域活動研究報告会が、
2 月 22 日に行われました。栗山をフィール

ドとし、地域との関わりを通して学びを深めるも
ので、同校 2 年生は 3 グループに分かれ 1 年間
活動。研究を通して学んだ地域課題や解決に向け
た提言などを行いました。ヘルスケアグループで
活動した小野真綾さんは「栗山には介護学校があ
ることを活かしていきたい」と話していました。

NHK公開イベント
「みんなでケアトレ」開催

自宅で家族を介護する「在宅ケア」を学ぶイ
ベント「みんなでケアトレ」が 3 月 20 日、

カルチャープラザ「Eki」で行われました。お笑
いコンビ「レインボー」が、介護の難しいポイン
トをコント形式で実演。介護学生も協力し、正し
いケアの方法を紹介しました。講師で理学療法士
の岡田しげひこさんは「運動能力に関わらず、介
護のコツを役立ててほしい」と話していました。

消防ポンプ自動車を新たに配置
栗山消防団

栗山消防団の第 1 分団第 2 部に消防ポンプ自
動車が新たに配置され、2 月 28 日、栗山天

満宮で納車式が行われました。納車されたポンプ
車は、赤色警光灯・赤色点滅灯・作業灯が全て
LED となっており、後部の荷台には火災時に備え、
小型動力消防ポンプを積載でき、さまざまな災害
に対応できます。納車式には佐々木学町長をはじ
め関係者 23 人が参加し、交通安全を祈りました。

水泳でジュニアオリンピックに出場
本田一智華さん

栗山小学校6年の本田一智華さんが、3月26日
から東京で行われる全国JOCジュニアオリ

ンピックカップ春季水泳競技大会への出場が決ま
り、3月17日に役場へ報告に訪れました。本田さ
んは、2月の北海道予選会で全国大会の参加標準
記録を上回り、出場切符を手にしました。本田さ
んは「初めての全国の舞台ですが、練習の成果を
出せるように頑張ります」と話していました。

マスク寄贈と除雪作業を実施
丸庭佐藤建設が奉仕活動

株式会社 丸庭佐藤建設が 3 月 8 日、栗山小学
校の児童にマスク 1,000 枚を寄贈しました。

同社は雨煙別川の護岸工事を担当しており、社会
貢献活動の一環として実施。また、3 月 12 日に
は奉仕活動として、同校の除雪作業に取り組みま
した。同社の原田充さんは「子どもたちには新型
コロナウイルスに気をつけて、学校生活を楽しん
でほしい」と話していました。



北
海
道
産
業
貢
献
賞

～功績をたたえて～
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町
内
在
住
の
虻
川
孝
秀
さ
ん
が
北
海

道
産
業
貢
献
賞
を
受
賞
し
、3
月
1
日
、

役
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

虻
川
さ
ん
は
、
獣
医
師
と
し
て
南
空

知
農
業
共
済
組
合
な
ど
に
勤
務
し
、
家

畜
共
済
事
業
を
通
し
て
家
畜
衛
生
の
普

及
向
上
に
貢
献
。
ま
た
、
北
海
道
獣
医

師
会
空
知
支
部
の
副
支
部
長
も
務
め
ら

れ
、
若
手
獣
医
師
の
人
材
育
成
や
獣
医

学
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
行
う
な
ど
、
長
年

の
功
績
が
認
め
ら
れ
「
家
畜
衛
生
等
功

労
者
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
学
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
た
虻

川
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
周
り
の
方
々
の

支
え
が
あ
り
、
今
回
の
賞
を
い
た
だ
け

た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
栄
誉
章
緑
十
字

金
章
・
銀
章

　

全
日
本
交
通
安
全
協
会
の
「
交
通
栄

誉
章
緑
十
字
金
章
・
銀
章
」
伝
達
式
が

2
月
25
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ

ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
、
町
内
在
住
の
磯
見

昌
輝
さ
ん
に
金
章
、
山
崎
信
治
さ
ん
に

銀
章
、
磯
見
る
み
子
さ
ん
と
山
崎
君
子

さ
ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

磯
見
昌
輝
さ
ん
と
山
崎
信
治
さ
ん

は
、
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
40
年
以

上
に
わ
た
り
、
町
内
の
交
通
事
故
防
止

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

磯
見
昌
輝
さ
ん
は
「
受
章
は
他
の
交

通
安
全
指
導
員
の
皆
さ
ん
や
、
町
か
ら

の
助
力
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し
、
山

崎
信
治
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
町
民

の
安
全
安
心
の
た
め
に
活
動
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

空
知
管
内
教
育
実
践
表
彰

　

栗
山
小
学
校
が
、
教
育
活
動
の
実
績

が
顕
著
な
団
体
な
ど
へ
送
ら
れ
る
、
令

和
3
年
度
空
知
管
内
教
育
実
践
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
校
内
研

究
の
主
題
を
「
言
葉
の
力
を
高
め
学
び

合
う
児
童
の
育
成
」
と
し
、
国
語
科
に

お
け
る
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
に
向
け
て
授
業
改
善
を
実
施
。

　

令
和
3
年
度
は
、文
部
科
学
省
の「
教

育
課
程
実
践
検
証
協
力
校
」
と
し
て
、

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

授
業
の
実
践
検
証
に
取
り
組
み
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
国
語
科

の
「
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る

事
項
」
の
点
で
、
全
国
の
平
均
正
答
率

を
上
回
る
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

栗
山
町
青
年
農
業
賞
・

勝
部
徳
太
郎
夫
婦
賞

　

令
和
3
年
度
の
栗
山
町
青
年
農
業
賞

お
よ
び
勝
部
徳
太
郎
夫
婦
賞
の
表
彰
式

が
3
月
18
日
、
役
場
第
3
会
議
室
で
行

わ
れ
、
北
学
田
の
水
上
信
吾
さ
ん
、
愛

子
さ
ん
夫
妻
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

水
上
さ
ん
は
平
成
13
年
に
後
継
者
と

し
て
就
農
。
現
在
は
ゆ
め
ぴ
り
か
を
中

心
に
、
水
稲
を
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
く
り
や
ま
農
業
未

来
塾
の
代
表
を
は
じ
め
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

や
そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合
青
年
部
な

ど
の
団
体
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
水
上
さ
ん
は
「
今
ま
で
の

経
験
を
も
と
に
、
さ
ら
に
地
域
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
持
続
可

能
な
農
業
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

国語の授業風景国語の授業風景

　
　
◆
栗
山
小
学
校　

　
　
　

６
年
体
育
賞　
　

中
川　

未
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口　

更
紗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淋
代　

恭
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

優

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
川　

倖
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
内
志
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

葉
純

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
野　

那
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伍
石　

龍
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
島
あ
や
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田
一
智
華

　
　
　

６
年
学
芸
賞　
　

関
口　

撫
子

　
　
◆
角
田
小
学
校　

　
　
　

６
年
体
育
賞　
　

田
中　
　

凛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
延　

皇
二

　
　
　

６
年
学
芸
賞　
　

廣
坂　

美
希

　
　
　

４
年
学
芸
賞　
　

加
可
谷
湊
人

　
　
　

３
年
学
芸
賞　
　

大
塚　

純
輝

　
　
　

２
年
学
芸
賞　
　

大
塚　

莉
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

友
延　

茜
湖

　
　
　

１
年
学
芸
賞　
　

保
科　

彩
華

　
　
◆
継
立
小
学
校　

　
　
　

５
年
体
育
賞　
　

折
口　

寿
心

　
　
　

６
年
学
芸
賞　
　

割
石
日
芽
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

愛
海

　
　
　

４
年
学
芸
賞　
　

山
本　

一
稀

　
　
　

３
年
学
芸
賞　
　

宮
本　

楓
花

　
　
　

２
年
学
芸
賞　
　

國
田　

睦
貴

　
　
◆
栗
山
中
学
校　

　
　
　

３
年
体
育
賞　
　

永
山
航
志
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
木　

愛
菜 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

蒼
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
立　

湧
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
元
健
太
朗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

旭
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

享
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
原　
　

直

　
　
　

２
年
体
育
賞　
　

村
山　

蒼
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
村　

文
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

恋
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
島　

芽
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
田
瑛
里
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山　

朱
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

愛
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

士
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

颯
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

泰
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
平　

佳
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

聡
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

聖
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
平　

斗
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
桑　

悠
我

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
山　

昂
汰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

直
輝

　
　
　

１
年
体
育
賞　
　

日
野
愛
莉
紗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辻　

琉
紀
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

航
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冬
野　

創
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

海
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峰　

大
晴

　
　
　

３
年
学
芸
賞　
　

尾
形　

芽
生

　
　
　

２
年
学
芸
賞　
　

塚
本　

夏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

結
奈

「輝け栗っ子」 
令和３年度児童生徒表彰

　１年間の活躍をたたえ、町内の小中学生
61 人が表彰されました。（敬称略）

【  【            相 談 窓 口相 談 窓 口           】     】    町福祉課、町社会福祉協議会
【相談ダイヤル】    ※①～③の窓口は平日 8：30 ～ 17：15 です。        

①子どもの相談    町子育て支援センター「スキップ」  ☎ 72-1280　　
②高齢者の相談    町地域包括支援センター  ☎ 73-2255
③障がいの相談    町福祉課福祉・子育てグループ  ☎ 73-2222
④ケアラーの相談    町社会福祉協議会  ☎ 72-2121（月・水・金 / 午前）
 （専用ダイヤル）

　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　     
家族の手伝いをするのは「ふつうのこと」と思うかもしれ
ません。でも、学校生活に影響が出たり、心や体に不調を
感じるのであれば、まず信頼できる人（学校の先生や友だ
ち）に話してみましょう。私たちも一緒に考えていきます。

【問い合わせ】　町地域包括支援センター　☎ 73-2255

　ケアラーは、心や身体に不調のある人の「介護」「世話」「気づかい」
など、ケアの必要な家族・知人などを無償でケアする人のことです。

ケアラーの悩み、お聞きします
　　  　　　　　　    　　　　　　　   ひとりで悩まず相談を…

  町子育て支援センター「スキップ」

　   宮林　葉月   センター長
 

ケ
ア
ラ
ー
の

ケ
ア
ラ
ー
の

窓
か
ら

窓
か
ら

VOL.4

　    町 HP でも
　　情報発信中！

ヤングケアラーの方へヤングケアラーの方へ



今月の暮らし今月の暮らし
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【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

粗
大
ご
み
の
直
接
搬
入

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入

　

粗
大
ご
み
な
ど
を
処
分
す
る
場
合
、

町
が
行
っ
て
い
る
粗
大
ご
み
収
集
の
ほ

か
に
、
桜
山
の
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
自
己

搬
入
（
持
ち
込
み
処
分
）
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

許
可
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
町
環

境
政
策
課
ま
た
は
南
部
公
民
館
で
申
請

し
て
、
許
可
書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
な
ど
の

持
ち
物
は
不
要
）

◆
受
入
日

　

平
日
の
み

◆
受
入
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
（
午
後
４
時
ま
で
に
搬
入
願
い
ま
す
）

◆
搬
入
先

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　
（
栗
山
町
字
桜
山
３
０
８
ー
２
）

◆
処
理
料
金

○「
生
ご
み
」「
炭
に
で
き
る
ご
み
」「
炭

に
で
き
な
い
ご
み
」

　

１
０
０
kg
に
つ
き
８
０
０
円

○
右
記
以
外
の
資
源
物

・
家
庭
か
ら
出
た
ご
み

　

無
料

・
事
業
所
か
ら
出
た
ご
み

　

１
０
０
kg
に
つ
き
４
０
０
円

※
受
け
入
れ
で
き
な
い
「
適
正
処
理
困

難
物
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
町
ご
み
分
別
冊
子
（
家
庭
ご
み
の

「
分
け
方
・
出
し
方
」）
16
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
己
搬
入
の
場
合
、
町
指
定
ご
み
袋

に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

必
ず
分
別
し
た
状
態
で
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。

不
法
投
棄
に
ご
注
意
を
！

　

４
月
に
な
る
と
雪
解
け
が
進
み
、
冬

に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
目
立
ち
始

め
ま
す
。
不
法
投
棄
物
は
自
然
環
境
や

美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
環
境
の

汚
染
、
悪
臭
の
原
因
、
近
隣
住
民
へ
の

迷
惑
と
な
り
、
悪
質
で
許
さ
れ
な
い
行

為
で
す
。

　

不
法
投
棄
の
現
場
を
目
撃
す
る
か
、

不
法
投
棄
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、
警

察
署
ま
た
は
町
環
境
政
策
課
に
通
報
願

い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
警
察
署

　

☎
�
０
１
１
０

　

4 月 9日、23 日土
9：00 ～ 11：00

堆肥

【場　所】　町役場車庫前
【価　格】　10kg 袋 300 円

※各日 1,000 袋ずつの販売
予定です。

※無くなり次第販売を終了
します。

「「栗栗
く り ぴ っ とく り ぴ っ と

肥土肥土」春の特別販売」春の特別販売 春の全町一斉清掃春の全町一斉清掃

4 月 17 日日 7：00 ～
※ 6：45 に打上花火で合

図します。（雨天決行）
※詳しくは各町内会・自

治会経由でお知らせし
ます。

※家庭ごみの収集は行い
ません。

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

新
入
学
（
園
）
期
の
交
通
安
全
運
動

　

４
月
に
入
る
と
入
園
・
入
学
式
を
迎

え
、新
入
園
児
や
新
入
学
児
童
の
通
園
・

通
学
が
始
ま
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
が
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
、
通
学
時
の
街
頭
指
導

な
ど
、
左
記
期
間
中
に
、
交
通
安
全
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
、
通
園
・
通
学
す
る
子

ど
も
た
ち
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
期
間

　

４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◆
運
動
期
間

　

４
月
６
日
㈬
～
15
日
㈮

※
４
月
10
日
㈰
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」で
す
。正
し
い
マ
ナ
ー

や
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

◆
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
確
保

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
全
席
着
用

○
居
眠
り
運
転
の
防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用

○
安
全
意
識
の
向
上

（
反
射
材
の
使
用
、
日
中
に
点
灯
さ

せ
る
デ
イ
・
ラ
イ
ト
の
実
施
）

野
犬
掃
と
う
に
つ
い
て

　

放
し
飼
い
の
犬
は
、
野
犬
と
み
な
し

捕
獲
処
分
し
ま
す
の
で
、
放
し
飼
い
し

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
期　

間

令
和
４
年
４
月
１
日
㈮
～

令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

◆
区　

域

　

町
内
全
域

◆対象者
以下の全てを満たしている方

・町民で満65歳以上の方
・平成31年4月1日以降に運転免許証を自主返納された方
・町税などを滞納していない方
◆支援内容

以下のいずれか一つを3年間交付します。
・ハイヤー利用券（初乗り料金550円を24回分）
・ハイヤー利用券（12回分）と町営バス回数券（7通）
・町営バス回数券（14通）
◆手続きの流れ
①栗山警察署で所定の申請書に記入のうえ、運転免許証を添えて申請
※ご本人による手続きが原則です。代理人による申請には委任状が必要です。
※運転経歴証明書の交付を申請される方は、顔写真（縦3㎝・横2.4㎝）、収入証紙（1,100円

分）、印鑑が必要です。収入証紙は警察署で購入できます。
②役場⑩番窓口で申請書に記入・押印し、警察署で交付された運転免許の取消通知書の写しと、

穴を開けた運転免許証を添付して申請
※警察署で運転経歴証明書の交付を申請された方は、収入証紙の領収書、ご本人の口座番号が確

認できるもの（通帳など）をご持参ください。

自動車運転免許証の自主返納を支援します自動車運転免許証の自主返納を支援します

栗　山　　太　郎 令和 4 1 1

令和 4 1 31

1 31
0 00

0 00

2025年（令和7年）2月7日

松 風 3 丁 目 252 番 地

【募集中】栗山町地域公共交通活性化協議会委員
　町民生活に必要なバスの運行、乗合旅客運送、運賃などについて協議します。
■公募人数　5 人（総委員数 30 人以内）　　■申込期限　4 月 28 日㈭必着
■任　　期　第 1 回会議の日から令和 6 年 3 月 31 日まで（2 年間）
■会議など　平日の昼間開催（約 1 時間）、年３回程度
　※会議は原則公開です。謝礼は会議１回につき 4,000 円です。
■申込先・問い合わせ　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502　FAX：72-3179
　　　　　　　　　　　Ｅメール：tiikiseisaku-g@town.kuriyama.hokkaido.jp



　今年も 4 月 29 日㈷に栗山公園がオープンします！
　キャンプ・バーベキューの受け付けは一足早く、4 月 18 日㈪午前 10
時から、WEB・電話で同時受付します。桜の開花時期ですので、お花に
癒されるひとときをお過ごしください。オープンイベントもお楽しみに。
感染予防対策
■マスク着用…来園時にはマスクの着用をお願いします。
■ 体 調 管 理…発熱・倦怠感など風邪の症状のある方はご遠慮ください。
■ 手 指 消 毒…案内所・ぽけっと・動物園に消毒液を用意していますので、お使いください。
■ソーシャルディスタンス…混雑が予想されます。人との距離をとり、大声を出さないでください。
オープンイベントタイムスケジュール
■ 10：00　お子さんにお菓子と「パクパクタイム無料券」プレゼント！

（お菓子は先着 200 人、無料券は先着 50 人）
　※当日限りの無料整理券ですので、お間違えのないようにしてください。
■ 11：00 ～ 15：00　大人気「パクパクタイム」オープン！
　※動物の体調や満腹具合をみて、早めに終了する場合があります。
■ 12：00　「ダリアの球根」プレゼント！（先着 100 人、大人限定）
■ 12：30　「みのり太鼓」のステージショー
　※天候不良および緊急事態宣言の発令などにより、中止になることがあります。

という名の家族という名の家族

子どもがキラキラ育つまち子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　【問い合わせ】　
　町福祉課　町福祉課
　福祉・子育てグループ　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222　☎ 73-2222
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【独立行政法人国民生活センターの事例より】　
事例 1　引っ越し当日に、業者が換気扇フィルターの勧誘に訪れた。管理会社と関連があるか
のような話で「居住者はみんな契約している」と説明されたので仕方なく契約したが、後日管
理会社に確認したらウソだった。（20 歳代　男性）
事例 2　引っ越し当日に「管理会社から紹介された」と言って業者が訪問してきたので、業者の
言葉を信じて水回りの防カビ工事契約をした。後日管理会社に聞いたら、紹介などしていな
いと言われた。だまされた。（20 歳代　女性）

【どうしてトラブルに遭ってしまうの？】
●引っ越し直後は荷解きや手続きなどで忙しく、新しい生活に不慣れな時期でもあるため、

いつもより冷静な判断ができなくなりがちです。
●新生活が始まることの多い 4 月は特に注意しましょう。

【トラブルに遭わないためのポイント】
●その場ですぐに契約をせず、管理会社に確認しましょう。
●訪問販売で契約をした場合、クーリング・オフができます。

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

ですですですです消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室消費生活相談室

新生活が狙われる？
引っ越し直後の訪問販売トラブル

　

【日　時】　4 月 20 日㈬　13：30 ～ 14：30
【場　所】　カルチャープラザ「Eki」研修室Ａ
【問い合わせ】

ガーデンハウスくりやま（朝日4）　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェを開設を開設を開設を開設を開設

※新型コロナウイルスの感染予防のため、徹
底した感染対策の上で実施していることか
ら、コーヒーを楽しむカフェは休止いたし
ます。また、感染状況により中止となる場
合もありますのでご了承願います。

※事前申し込み制としますので、参加希望の
場合は、左記問い合わせ先にお申し込みく
ださい。

　4 月のテーマは「オレンジカフェとは」
です。オレンジカフェは今回で 67 回目を迎
えますが、関心はあっても参加をためらう方
への入門編として、オレンジカフェの役割や
これまでの取り組み内容について分かりやす
く説明します。
　地域の皆さんが認知症への理解を深め、交
流や繋がりを持ち、支え合える場所となるよ
うな活動を進めています。

　オレンジカフェでは、心配な事や気になる
事、話を聞いて欲しいなど色々な相談を随時
お受けしますので、気軽にお越しください。

だより栗山公園
令和 4 年 4 月号 Vol.169 4 月 29 日、

いよいよオープン
【問い合わせ】

　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者
　株式会社たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ

http://t-daria.com/parktop

壊れたおもちゃを修理します！
　「おもちゃクリニック」は令和元年 9 月から子育て支援センター「スキップ」で開院し、これまで
135 件のおもちゃを修理しています。ドクターの高橋圭二さん、看護師の一枝さんのご夫婦で活動さ
れています。

【日　時】　毎月第 3 月曜日　10：00 ～ 12：00
※祝日に重なった場合はお休みします。

【場　所】　子育て支援センター「スキップ」
【料　金】　無料

　当日、直接おもちゃを持参していただくほか、
子育て支援センター「スキップ」でおもちゃの
預かりをしていますので、ご利用ください。

○高橋さんご夫婦からメッセージ
　「壊れたおもちゃを直して動いた時が、
うれしくて楽しいです。月 1 回、子育て
支援センター「スキップ」で開院するのを
楽しみにしています。壊れたおもちゃがあ
りましたら、まずはお持ちください」

○おもちゃを修理して○おもちゃを修理して
もらったママからもらったママから 【お詫び】

　広報くりやま 3 月号に一部誤りがあり
ました。お詫びして訂正いたします。
◆ 20 ページ「まちという名の家族」
　誤　無料お試し券 5 時間分（37,000 円）
　正　無料お試し券 5 時間分（3,000 円）

　「本当に助かります。壊れたら捨てなければ
いけないけれど、直してもらって、また遊ぶこ
とができて良かったです」



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
な
ど
の

夜
間
窓
口
開
設

◆
4
月
の
開
設
日

　

4
月
14
日
㈭
、
28
日
㈭

　

午
後
５
時
15
分
～
午
後
７
時　

◆
受
付
業
務

 
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

 

・
電
子
証
明
書
の
更
新

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暗
証
番

　

号
再
設
定

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
保
健
課
住
民
グ
ル
ー
プ

　
（
窓
口
①
番
）

　

☎
�
７
５
０
９

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

◆
対
　
象

○
土
地
・
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

○
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
家
族

◆
期
　
間

４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

（
土
日
祝
日
除
く
）

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
（
期
間
を
過
ぎ
て
も
閲
覧
可
）

◆
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

（
窓
口
⑦
番
）

☎
�
７
５
０
４

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料
金
助
成

心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
で
歩

行
が
困
難
な
方
な
ど
に
対
し
、
ハ

イ
ヤ
ー
の
基
本
料
金
を
助
成
し

ま
す
。

◆
対
　
象

令
和
３
年
度
の
町
民
税
非
課
税

世
帯
で
、
①
②
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方（
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

①
身
体
障
が
い
の
程
度
が
１
級
ま
た

は
２
級
で
、
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・

じ
ん
臓
（
人
工
透
析
町
内
通
院

者
）
の
い
ず
れ
か
に
障
が
い
を
お

持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
（
児
童

含
む
）

◆
必
要
な
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳

◆
利
用
で
き
る
事
業
所

栗
山
ハ
イ
ヤ
ー

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

町
指
定
ご
み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す

お
む
つ
を
出
す
場
合
に
使
用
す

く
ら
し

る
町
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。

◆
対
　
象

次
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
い
る

世
帯
で
、
紙
お
む
つ
や
尿
取
り

パ
ッ
ト
を
使
用
し
て
い
る
方

①
介
護
認
定

②
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

◆
必
要
な
も
の

○
新
規
申
請

・
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
も
の
（
介
護
保
険
被
保
険
者

証
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
な
ど
）

・
紙
お
む
つ
な
ど
を
購
入
し
た
こ
と

が
証
明
で
き
る
書
類
（
領
収
書

や
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

・
印
鑑

○
更
新
申
請

・
前
年
度
の
配
布
証

・
印
鑑

◆
配
布
内
容

○
紙
お
む
つ
の
場
合

・
茶
色
袋
35
リ
ッ
ト
ル

　
１
カ
月
10
枚

・
茶
色
袋
50
リ
ッ
ト
ル

１
カ
月
５
枚

※
紙
お
む
つ
の
配
布
は
35
リ
ッ
ト
ル

と
50
リ
ッ
ト
ル
の
ど
ち
ら
か
の

み
で
す
。

○
尿
と
り
パ
ッ
ト
の
場
合

・
茶
色
袋
35
リ
ッ
ト
ル

１
カ
月
5
枚

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

ふ
る
さ
と
福
祉
基
金
助
成
金

障
が
い
者
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
民
間
団
体
、
民
間
事
業
所
の

事
業
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
対
象
事
業　
　
　

①
障
が
い
者
福
祉
団
体
活
動
助
成

○
対　
象

障
が
い
者
福
祉
の
推
進
を
目
的

に
公
益
事
業
を
行
う
民
間
団
体

○
事
業
内
容

・
障
が
い
に
対
す
る
町
民
の
理
解
や

意
識
の
向
上
に
寄
与
す
る
事
業 

（
研
修
会
事
業
な
ど
）

・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
実
施
に
必
要
な
設
備
・
備
品

な
ど
の
整
備

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
活

動
助
成

○
対　
象

町
内
で
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
民
間
事
業
所

○
事
業
内
容

・ 

障
が
い
者
の
住
環
境
や
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
寄
与
す
る

3131 広報くりやま　2022. 4 30302022. 4　広報くりやま      

  広告

く
ら
し

試
　
験

催
　
し

相
　
談

事
業

・ 

障
が
い
者
の
就
労
環
境
の
向
上
や

経
済
的
な
自
立
を
推
進
す
る
事

業
（
作
業
工
賃
の
向
上
な
ど
）

◆
助
成
割
合　

①
障
が
い
者
福
祉
団
体
活
動
助
成

助
成
対
象
経
費
の
全
額

②
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
活

動
助
成

助
成
対
象
経
費
の
⅔
以
内

※
事
業
区
分
ご
と
に
上
限
額
の
設
定

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間
（
予
定
）

○
第
１
期　
４
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬

○
第
２
期　
７
月
11
日
㈪
～
29
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課

福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

外
壁
の
塗
装
な
ど
の
届
け
出
基
準
が

緩
和
さ
れ
ま
す

　

栗
山
町
景
観
条
例
に
よ
り
建

築
物
や
工
作
物
で
、
次
に
示
す
工

事
を
す
る
場
合
、
事
前
に
届
出
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４
月

１
日
よ
り
届
出
対
象
の
規
模
が

緩
和
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
色
彩

制
限
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
届
出
の
必
要
が
な
い
工
事
で

あ
っ
て
も
色
彩
基
準
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◆
規
模
の
緩
和
内
容

　

建
築
物
「
１
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
も
の
」
を
「
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
」

に
緩
和
し
ま
し
た
。

◆
届
出
の
必
要
な
工
事 

新
築・増
改
築・外
観
の
変
更
（
屋

根
や
外
壁
の
張
替
・
塗
装
な
ど
）

◆
届
出
先
・
問
い
合
わ
せ 

町
建
設
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
３

人
に
や
さ
し
い
住
宅
助
成

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
住

宅
を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
町
内

事
業
者
に
依
頼
し
て
次
の
①
～

③
の
工
事
を
し
た
場
合
に
、
工
事

費
の
一
部
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

※
工
事
後
、
本
町
に
移
住
予
定
の
場

　

合
や
解
体
工
事
の
場
合
は
町
外
の

　

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

◆
助
成
額
（
事
前
申
請
必
須
）

①
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事 

工
事
費
の
３
割

（
10
万
円
以
上
の
工
事
で
助
成
の

限
度
額
は
30
万
円
） 

②
耐
震
改
修
工
事 

工
事
費
の
２
割

（
50
万
円
以
上
の
工
事
で
助
成
の

限
度
額
は
50
万
円
）

③
解
体
工
事 

工
事
費
の
２
割

（
50
万
円
以
上
の
工
事
で
助
成
の

限
度
額
は
20
万
円
）

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
建
設
課
技
術
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
３

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を
お
願

い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
電
池
寿

命
は
10
年
が
目
安
な
の
で
、
定

期
的
な
点
検
で
電
池
の
交
換
を

行
う
か
、
本
体
の
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
設
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害

は
、
特
に
春
と
秋
に
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
春
は
冬
眠
明
け

の
た
め
、
餌
を
求
め
て
活
発
に

活
動
す
る
た
め
、
ヒ
グ
マ
と
遭

遇
す
る
確
率
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
は
例
年

に
も
増
し
て
人
間
の
生
活
域

に
お
け
る
出
没
が
多
く
、
栗
山

町
内
に
お
い
て
も
目
撃
・
出
没

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

左
記
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

①
食
べ
物
や
ゴ
ミ
を
放
置
し
な
い

②
出
没
箇
所
周
辺
に
は
極
力
近
づ

か
な
い　
　
　
　

③
足
跡
や
フ
ン
を
見
た
ら
引
き
返
す

◆
問
い
合
わ
せ

町
産
業
振
興
課

農
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
5

春はヒグマに
ご注意を！

令和 4 年度

【実施職種】  造園、とび、建設塗装　など
   詳しくはホームページをご覧ください

前期技能検定試験前期技能検定試験

 ＼募集／

  【問い合わせ】
　スキルアップセンター空知
　☎ 0125-24-1880

詳細は折込チラシを
ご覧ください

4
ま ち の i n

f o m a t i o
n

月
April



○
書
面
申
請

４
月
７
日
㈭
～
14
日
㈭

◆
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課　

☎
�
０
１
５
０

２
０
２
２
「
わ
く
わ
く
広
場
」

　

松
風
会
館
（
松
風
２
）
で
は
「
集

ま
る
」「
話
が
聞
け
る
」「
お
し
ゃ
べ

り
」「
介
護
な
や
み
」
を
目
的
に
地

域
ケ
ア
ラ
ー
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

◆
初
回
日
時

　
４
月
10
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

◆
内
容
・
初
回
講
師

　

演
題
「
み
ん
な
の
幸
せ
づ
く
り
」

　

夕
張
市
副
市
長　

　

本
間　

和
彦
さ
ん　

※
今
後
の
予
定　
４
月
20
日
㈬

　
５
月
１
日
㈰
、
10
日
㈫
、
20
日
㈮　
　
　
　

　
６
月
１
日
㈬
、
10
日
㈮
、
20
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ
（
事
前
申
込
不
要
）

　

松
風
会
館
運
営
委
員
会　

髙
倉　

　

☎
０
９
０（
３
０
１
８
）９
９
４
４

無
料
法
律
相
談

◆
日
　
時

　

4
月
15
日
㈮　

午
後
1
時
～
4
時

試

験

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日

５
月
22
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

・
札
幌
市　

甲
種
（
第
１
～
５
類
）

乙
種
（
第
１
～
７
類
）

◆
受
講
資
格

○
甲
種
は
制
限
あ
り

◆
願
書
受
付
期
間

○
電
子
申
請

４
月
4
日
㈪
～
11
日
㈪
ま
で

○
書
面
申
請

４
月
７
日
㈭
～
14
日
㈭

◆
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
日

５
月
22
日
㈰

◆
種
　
類

・
岩
見
沢
市

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、

丙
種

◆
受
験
資
格

○
甲
種
は
制
限
あ
り

◆
願
書
受
付
期
間

○
電
子
申
請

4
月
4
日
㈪
～
11
日
㈪
ま
で

相

談

◆
場
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内
　
容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２
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油
漏
れ
事
故
に
ご
注
意
を
！

　

南
空
知
消
防
組
合
管
内
で
は
灯
油

な
ど
の
危
険
物
が
漏
れ
る
事
故
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
か
ら
灯
油
が
漏
れ
る
事
故
が
多

く
、
河
川
へ
流
出
す
る
事
故
も
起
き

て
お
り
環
境
汚
染
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

住
宅
や
事
業
所
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や

配
管
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
、
日
頃

か
ら
の
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〈
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
〉

○
タ
ン
ク
の
本
体
か
ら
の
漏
れ
は
な

　

い
か
。

○
配
管
に
破
損
・
ゆ
る
み
・
漏
れ
は

　

な
い
か
。

○
地
震
な
ど
に
よ
り
転
倒
し
な
い
よ

　

う
、
タ
ン
ク
の
脚
部
は
束つ
か
石
な
ど

　

に
ボ
ル
ト
固
定
さ
れ
て
い
る
か
。

○
油
の
使
用
量
以
上
に
タ
ン
ク
の
燃

　
料
ゲ
ー
ジ
の
減
り
が
早
く
な
い
か
。

※
油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
た
場
合
や

　

河
川
な
ど
で
油
膜
、
油
の
臭
い
を

　

感
じ
た
場
合
は
、
消
防
署
ま
た
は

　

役
場
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課　

☎
�
０
１
５
０

【【問い合わせ】　問い合わせ】　南空知消防組合消防署　生活安全課　☎ 72-0150南空知消防組合消防署　生活安全課　☎ 72-0150

                          全国統一防火標語
  おうち時間　家族で支援　火の始末

春の火災予防運動
     4月20日㈬から30日㈯まで

　全道一斉に春の火災予防運動が行われます。
この時期は非常に空気が乾燥しやすく、ちょっ
とした不注意から火災につながります。日ご
ろから防火を心がけ、尊い命や大切な財産を
守りましょう。

催

し

  みんなの

水 道水 道
！

　　
　　引っ越しをされた方へ引っ越しをされた方へ

　　引っ越しにより新たに水道を使用する場合は、必ず届け出が
必要です。届け出がないと水道を使用することができませんの
で、忘れずに届け出をお願いします。届け出の際には、氏名、住所、
連絡先、使用開始日をお知らせください。

　　　　　　　　　　　【問い合わせ】町上下水道課　☎ 73-7514
　

　　　　水道使用開始の届け出水道使用開始の届け出を忘れずにを忘れずに

　町内の光ファイバ未整備地域における整備工
事を行っていましたが、３月中に工事が完了し
ました。
　現在サービス提供に向けて１日でも早く使用
ができるよう電気通信事業者に要望を行ってい
ます。詳しい日程が決定次第、広報くりやまお
よび町ホームページでお知らせします。

【問い合わせ】
　町住民保健課国保グループ  ☎ 73-7508

国 民 年 金
国民年金保険料は

納付方法 保険料額 割引額

毎 月 納 付 16,590 円 －

６ カ 月 前 納 98,730 円 810 円

１ 年 前 納 195,550 円 3,530 円

２ 年 前 納 382,780 円 14,540 円

　国民年金保険料の納付には、保険料をまと
め払いすると割引のある「前納制度」「前納制度」があり
ます。毎月納めるよりお得なうえ、納め忘れ
を防ぐことができ、とても便利です。
　令和 4 年 4 月からの現金納付の保険料は左
表のとおりです。
※ 2 年前納・1 年前納・6 カ月前納（4 月～ 9

月分）の納付は 4 月末日まで、6 カ月前納（10
月～翌年 3 月分）は 10 月末日までに現金で
納付することになります。

※ 6 カ月前納と 1 年前納の納付書は、4 月上
旬郵送の納付案内書につづられています。

※２年前納の納付書の発送は申し込みが必要
です。

 前納がお得！ 前納がお得！　　　　　　　　

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ
　☎ 73-7501

●今後のスケジュール

　総務省より光ファイバ網の使用許可後、利用
を希望される方がご自身で、サービス提供事業
者に申し込みすることとなります。

●サービス開始時期（予定）

　サービスの申し込みができる時期については、
今後 2 ～ 3 カ月後の予定となっており、正式サー
ビスの利用開始は、7 月ごろを予定しています。
※状況により、時期が変更となる場合があります
　ので、あらかじめご承知おきください。

高速で大容量のデータ通信が可能な光ファ
イバ網によるインターネット接続サービス

（光ブロードバンドサービス）。「光回線サー
ビス」などが利用できるようになり、動画
などの大量のデータの高速通信を可能とし、
通信の遅延の解消や地域経済の活性化につ
ながります。

光ファイバ網  光ファイバ網  とはとは

光ファイバ網整備工事    光ファイバ網整備工事    完了完了
栗山町全域の
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し
れ
ま
せ
ん
が
、
世
の
中
に
は
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
の
音
楽
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
最
近
、
音
楽
を
聴
い
て
い

な
い
と
い
う
方
は
、
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
も
し
か
し
た
ら
新
し
い
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
状
況
で
す

が
、
音
楽
を
取
り
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
と

今
か
ら
胸
を
弾
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
今
月
、
栗
山
町
の
良
い
風
景
や
魅

力
を
発
信
し
て
い
く
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
も
開
設
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊です新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.68
　
は
じ
め
ま
し
て
。
３
月
よ
り
情
報

発
信
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
着
任
し
た

西
村
さ
や
か
で
す
。

　

自
然
が
大
好
き
な
私
は
前
々
か

ら
自
然
豊
か
な
町
で
の
暮
ら
し
に
憧

れ
て
い
て
、
こ
の
た
び
、
栗
山
町

と
ご
縁
が
あ
り
札
幌
か
ら
移
住
し
ま

し
た
。
札
幌
か
ら
一
度
も
出
た
こ
と

が
な
い
私
に
と
っ
て
、
栗
山
町
で
の

暮
ら
し
は
と
て
も
新
鮮
で
、
自
然
の

美
し
さ
や
、
き
れ
い
な
星
空
に
日
々

感
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町
の

魅
力
を
た
く
さ
ん
発
信
し
、
栗
山
町

に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
方
々
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
私
が
や
っ
て
い
き
た

い
こ
と
は
「
音
楽
で
町
を
元
気
に
す

る
こ
と
」で
す
。

　
私
自
身
、
長
年
音
楽
活
動
を
し
て

い
ま
し
て
、
音
楽
に
は
人
の
心
を
動

か
す
パ
ワ
ー
が
あ
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
元
気
を
く
れ
る
音
楽
、
背
中

を
押
し
て
く
れ
る
音
楽
、
優
し
く
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
音
楽
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
音
楽
。
皆
さ
ん
の
中
に

は
、「
音
楽
な
ん
て
無
く
て
も
別
に

困
ら
な
い
」
と
い
う
人
が
い
る
か
も

音
楽
で
町
を
元
気
に
！

　

高
校
３
年
生
の
時
、
副
担
任
の
先
生

か
ら
勧
め
ら
れ
て
介
護
福
祉
学
校
を
知

り
、
町
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
学
校
全
体

の
雰
囲
気
の
良
さ
に
惹
か
れ
、
一
目
で

入
学
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

　

こ
の
１
年
間
の
学
習
を
通
し
、
介
護

の
基
礎
的
知
識
・
技
術
・
専
門
性
、
利

用
者
の
気
持
ち
を
考
え
て
関
わ
る
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は

幅
広
い
年
代
の
方
と
関
わ
り
、
柔
軟
に

対
応
す
る
こ
と
を
知
る
な
ど
、
視
野
を

広
げ
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
新
た
に
自
治
会
長
と
し
て
の

役
割
を
担
い
、
行
事
や
学
業
に
専
念
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
役
員
と
協
力
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は

新
２
年
生
と
し
て
更
に
勉
学
に
励
み
、

人
間
性
を
高
め
「
こ
の
人
に
介
護
さ
れ

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
介
護
福
祉

士
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
っ
て

北
海
道
介
護
福
祉
学
校　
２
年

高
田　
琴
子
さ
ん（
更
別
農
業
高
校
卒
業
）

栗山学び隊
たい

 Vol.22 介護福祉学校と栗山高校の学生ライフをお届けします

放
送
局
の
活
動

栗
山
高
等
学
校　
２
年

佐
藤　
咲
真
さ
ん（
長
沼
中
学
校
卒
業
）

　

放
送
局
は
現
在
、
２
年
生
２
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
自
分

た
ち
で
選
ん
だ
季
節
に
あ
っ
た
曲
や
生

徒
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
昼
休
み
に

放
送
し
た
り
、
学
校
行
事
な
ど
で
音
楽

機
材
の
準
備
や
操
作
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
年
度
途
中
か
ら
放
送
局
に
入
っ

た
の
で
経
験
は
浅
い
の
で
す
が
、
思
っ

て
い
た
よ
り
も
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
初
め
は
機
材
の
扱
い
を
な
か
な

か
覚
え
ら
れ
ず
、
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て

話
す
の
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
話
し

て
い
る
と
き
に
読
み
間
違
え
た
り
、
音

声
が
う
ま
く
流
れ
ず
に
焦
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
で
す
が
、
自
分
の
好
き
な

曲
や
知
ら
な
い
曲
が
流
れ
る
と
新
し
い

発
見
が
あ
っ
て
面
白
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
部
員
が
増
え
て
い
け
ば
、

何
か
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
な
と
今
か
ら
楽
し
み
に
思
っ
て

い
ま
す
。

元
気
が
一
番

元
気
が
一
番

保
健
の
お
知
ら
せ

【問い合わせ】　
  町住民保健課
  健康推進
  グループ
  ☎ 73-2256

He
althHealt hH

ealthHealt
he
al
th

検診名 対象者 検査項目

 特定健診  栗山町国保に加入している 40 ～ 74 歳の方
 （昭和 23 年 4 月 1 日～昭和 58 年 3 月 31 日生）  ・問診　・診察

 ・身体測定・血圧測定
 ・ 血液、尿検査（糖代謝、脂質、
    肝機能、腎機能、貧血） 
 ・心電図　・眼底検査

（心電図、眼底検査は集団健診
  ・人間ドックの検査項目）

 いきいき健診  後期高齢者医療制度に加入している方 

 生活習慣病予防検診  栗山町国保に加入している 35 ～ 39 歳の方
 ( 昭和 58 年 4 月 1 日～昭和 63 年 3 月 31 日生 )

 29・34 歳無料検診
 29 歳または 34 歳の方
 ( 昭和 63 年 4 月 1 日～平成元年 3 月 31 日生
 平成 5 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日生 )

お
う
ち
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク

今
年
度
の
健
診  

い
つ
に
し
ま
す
か
？

　

健
診
は
年
に
一
度
、
全
身

の
健
康
状
態
を
確
認
で
き
る

機
会
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

健
診
で
は
、
全
身
の
血
管
を

傷
つ
け
る
血
圧
・
脂
質
・
血

糖
の
状
態
や
肝
臓
・
腎
臓
の

状
態
な
ど
、
自
覚
症
状
で
は

わ
か
り
に
く
い
身
体
の
状
態

を
知
る
こ
と
で
、
病
院
に
か

か
る
機
会
が
少
な
い
方
や
通

院
中
の
方
も
、
自
分
の
身
体

を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 
ま
た
、
前
回
の
健
診
と
の

比
較
や
そ
の
変
化
か
ら
、
自

分
の
身
体
に
合
わ
せ
た
生
活

習
慣
の
見
直
し
な
ど
、
健
康

維
持
や
病
気
の
発
症
・
重

症
化
予
防
の
対
策
を
立
て
る

目
安
と
し
て
も
活
用
で
き
ま

す
。
健
診
を
受
け
て
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　

血
圧
測
定
し
普
段
の
血
圧
の
状
態
を

　

血
圧
測
定
し
普
段
の
血
圧
の
状
態
を

正
確
に
知
る
こ
と
は
、
心
臓
病
や
脳
卒

正
確
に
知
る
こ
と
は
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
、
腎
臓
病
な
ど
の
発
症
予
防
に
繋
が

中
、
腎
臓
病
な
ど
の
発
症
予
防
に
繋
が

り
ま
す
。
定
期
的
に
測
定
し
、
自
分
の

り
ま
す
。
定
期
的
に
測
定
し
、
自
分
の

血
圧
と
基
準
値
を
比
較
し
ま
し
ょ
う
。

血
圧
と
基
準
値
を
比
較
し
ま
し
ょ
う
。

献血のお知らせ献血のお知らせ

健診 健診 と と 家庭血圧測定家庭血圧測定  でで  健康チェック健康チェック
テーマ

　新型コロナ感染症の拡大により、献血
協力者の深刻な減少が続いています。献
血へのご協力をお願いします。

【場所・時間】
・消防署　  　　　　 9：30 ～ 10：30
・北海道介護福祉学校 12：00 ～ 13：00
・栗山警察署 　　    13：30 ～ 15：00
・栗山赤十字病院　 15：30 ～ 16：30

　

町
で
は
血
圧
計
の

貸
出
や
血
圧
手
帳
の

配
付
、
保
健
師
・
管

理
栄
養
士
に
よ
る
健

康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
測
定
方
法
・

結
果
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　  4 /　 13
㊌

※詳細は、保健サービスガイド 4 ～ 11 ページをご確認ください。また、社会保険にご加入の方で特定健診　
　の受診を希望される場合は、医療保険者や勤め先へお問い合わせください。

「あなたや身近な方が対象の健診はありませんか？」「あなたや身近な方が対象の健診はありませんか？」

▲令和 4 年度版
　保健サービスガイド
今月号折込の保健サービスガイド
には、町の保健サービスに関する
情報を掲載。今年度の健診日を決
める参考に、ぜひご覧ください。

家庭血圧の正常値
　収縮期　 　   拡張期

（上の血圧）    （下の血圧）
  115115 未満未満   かつ   7575 未満未満

定
期
的
に
血
圧
を

定
期
的
に
血
圧
を

　　

          
          

測
り
ま
し
ょ
う　

測
り
ま
し
ょ
う　



　

文
部
科
学
省
は
、
子
ど
も
た
ち
の
運

動
や
生
活
の
習
慣
を
改
善
し
て
体
力
・

運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
学

5
年
生
と
中
学
2
年
生
を
対
象
と
し
、

新
体
力
テ
ス
ト
と
運
動
習
慣
な
ど
の
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
学
5
年
生
男
子
で
は
、
全
8
種
目

中
「
握
力
」「
上
体
起
こ
し
」「
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
」
の
3
種
目
が
全
国
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
他
の
種
目
も
49

点
以
上
を
示
し
て
い
て
、
体
力
合
計
点

も
全
国
平
均
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
1
）

　

小
学
5
年
生
女
子
で
は
「
長
座
体
前

屈
」
以
外
の
種
目
と
体
力
合
計
点
が
全

国
平
均
以
下
と
な
り
ま
し
た
。（
図
2
）

　

中
学
2
年
生
男
子
で
は
、「
上
体
起

こ
し
」「
長
座
体
前
屈
」
の
2
種
目
で

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
体

力
合
計
点
は
全
国
平
均
を
や
や
下
回
っ

て
い
ま
す
。（
図
3
）

　

中
学
2
年
生
女
子
で
は
、
全
種
目
に

お
い
て
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま

し
た
。（
図
4
）

　

全
国
的
に
中
学
生
女
子
の
「
運
動
嫌

い
」「
ス
ポ
ー
ツ
離
れ
」
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
中
、
栗
山
町
の
中
学
生
女
子
は

す
べ
て
の
運
動
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

身
に
つ
け
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

  

新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果  

図 2　小学 5 年生女子の結果　　　　　単位：点

図 4　中学 2 年生女子の結果　　　　　単位：点
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図 1　小学 5 年生男子の結果　　　　 　単位：点

図 3　中学 2 年生男子の結果　 　   　　単位：点
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健やかに成長する栗っ子達！健やかに成長する栗っ子達！
令和3年度　全国体力 ・運動能力、 運動習慣等調査結果令和 3年度　全国体力 ・運動能力、 運動習慣等調査結果

《同一集団での変化》

小学 5 年生から
中学 2 年生までの
運動能力の変化

　

 

握
力　
　
　

 

上
体
起
こ
し

 

長
座
体
前
屈

 

反
復
横
跳
び

 

立
ち
幅
跳
び

 

ボ
ー
ル
投
げ

男
子

平成 30 年 17.02 21.19 33.93 46.16 60.63 9.63 152.53 23.14

令和 3 年 28.09 26.52 45.71 49.51 79.23 8.21 193.79 18.58

女
子

平成 30 年 17.06 21.59 39.30 46.02 54.22 9.66 151.10 16.32

令和 3 年 24.67 24.73 47.78  46.42 56.48 8.53 171.98 13.29

　

ほ
と
ん
ど
の
種
目
で
小
学
5
年
生
の

時
よ
り
も
成
績
が
伸
び
て
い
ま
す
。
体

の
成
長
に
よ
り
運
動
能
力
が
向
上
し
た

こ
と
や
運
動
部
に
入
る
な
ど
、
中
学
校

に
入
っ
て
か
ら
運
動
す
る
機
会
が
増
え

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
「
ボ
ー
ル
投
げ
」
の
成
績
に
伸

び
が
見
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
使

用
す
る
ボ
ー
ル
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
か
ら

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
変
わ
っ
た
た
め
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。（
表
1
）

  

運
動
能
力
の
移
り
変
わ
り  

こ
れ
は
、
部
活
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
以
外
で
運
動
を
す
る
児
童
が
少
な

い
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
図
7
）

　

今
後
、
運
動
す
る
場
を
ど
の
よ
う
に

増
や
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

　

中
学
2
年
生
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

以
前
と
比
べ
て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
機
会
が
減
っ
た
と
感
じ
て
い
る
も
の

の
、
男
女
と
も
に
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
全
国
平

均
よ
り
も
高
く
、
保
健
体
育
の
授
業
に

対
す
る
満
足
度
も
高
い
よ
う
で
す
。

（
図
8
、
図
9
、
図
10
）

　

ま
た
、
男
子
は
「
卒
業
し
て
か
ら
も

自
主
的
に
運
動
し
た
い
」
と
回
答
し
た

生
徒
が
多
く
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。（
図
11
）

　

中
学
生
は
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
関
心
が
高
く
、
そ
の
こ
と
が
体
力

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

  

運
動
習
慣
調
査
の
結
果  

シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

20
ｍ

50
ｍ
走

表 1　平成 30 年から令和 3 年までの変化

　　　…記録が大きく伸びた種目　　　　…記録がやや伸びた種目

　

小
学
5
年
生
に
つ
い
て
は
「
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
は
大
切
な
も
の
」
「
中
学
校

で
も
自
主
的
に
運
動
し
た
い
」
と
回
答

し
た
児
童
は
男
女
と
も
に
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
（
図
5
、
図
6
）
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87.9

75.9
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全国 栗山

女子

男子
90.7
87.5
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全国 栗山

女子

男子
65.1

40.4

57.8
41.2

全国

0 20 40 60 80 100

全国 栗山

女子

男子
97.6
90.1

86.7
83.0

図 5　◆運動やスポーツは大切なもの

図 7　◆部活や地域のスポーツクラブ
　　　　 以外で運動をする

図 6　◆中学校でも自主的に運動したい

図 8　◆コロナ以前と比べて運動やス
　　        ポーツをする機会が減った

図 9　◆運動やスポーツが好き 図 10　◆保健体育の授業が楽しい 図 11　◆卒業してからも自主的に
　　　　　運動したい

マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

（％）（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

（kg） （回） （点） （点） （回） （秒） （cm） （m）



マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

スポーツ少年団　新団員募集 !!スポーツ少年団　新団員募集 !!スポーツ少年団　新団員募集 !!スポーツ少年団　新団員募集 !!

　栗山町では現在、6 種目・7 団体のスポーツ少年団が活動しており、子どもたちがスポー
ツを通じて、基礎的な運動能力と健康なからだをつくり、スポーツの楽しさや喜びを体験す
ることを目的としています。各スポーツ少年団では、４月から新入団員を募集しています。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
3
年
度

の
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣

等
調
査
の
結
果
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
を
図
る
た
め
に
「
栗
山
町

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
向
上
策
」

と
し
て
次
の
4
つ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
に
運
動
す
る
こ
と
の
楽

　

し
さ
・
で
き
る
こ
と
の
喜
び
を
与
え

　

る
指
導
方
法
、
発
達
段
階
に
応
じ
て

　

系
統
的
に
技
能
の
向
上
を
図
る
研
修

　

を
進
め
る
。

②
本
調
査
の
結
果
分
析
に
基
づ
い
た
各

　

校
の
「
一
校
一
実
践
」
や
家
庭
と
の

　

連
携
の
も
と
で
、
規
則
正
し
い
生
活

　

習
慣
の
確
立
が
で
き
る
よ
う
に
、
各

　

学
校
の
体
力
向
上
策
の
実
施
を
支
援

　

す
る
。

③
発
達
段
階
に
応
じ
た
系
統
的
な
指
導

　

と
な
る
よ
う
に
保
健
体
育
の
指
導
計

　

画
を
見
直
し
、
自
主
的
、
意
欲
的
な

　

学
習
と
な
る
よ
う
、
授
業
の
改
善
を

　

図
る
。

④
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が

　

主
体
的
に
運
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

　

た
め
、
動
画
を
利
用
し
て
自
分
た
ち

　

の
動
き
を
確
認
し
た
り
ボ
ー
ル
ゲ
ー

　

ム
中
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
確
認

  
体
力
向
上
の
取
り
組
み  

　

す
る
な
ど
し
て
I
C
T
（
情
報
技
術

　

の
活
用
）
を
推
進
す
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
私

た
ち
大
人
の
共
通
の
願
い
で
す
。

　

本
町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
に
生
き
る
力
の
土
台
と
な
る
「
健
や

か
な
体
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
体
力
、
運
動
能
力
の
向
上
に
今
後

も
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
学
校
教
育
、
家
庭

教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
は
重
要
な
個
体
群

が
住
む
貴
重
な
産
卵
場
所
で
す
。

　

春
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
に
生
息
す
る

カ
エ
ル
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時　
４
月
24
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場　
所

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

◆
持
ち
物
・
服
装

　

暖
か
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

　

観
察
飼
育
舎
（
網
舎
）
で
は
「
春
の

女
神
」と
呼
ば
れ
早
春
に
羽
化
す
る「
ヒ

メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
蝶
の
観
察
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

4
月
29
日
㈷
の
網
舎
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
、
次
の
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信VOL.56

マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

両
生
類
の
卵
塊
調
査

両
生
類
の
卵
塊
調
査

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

観
察
飼
育
舎
オ
ー
プ
ン

観
察
飼
育
舎
オ
ー
プ
ン
‼‼

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
フ
ト

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ラ
フ
ト

ア
ル
コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
作
り

ア
ル
コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
作
り

　

超
軽
量
ア
ル
コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
と
専

用
木
製
ケ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

　

完
成
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
で

ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
日　
時

　

5
月
1
日
㈰

　

午
前
9
時
半
～
午
後
2
時

◆
場　
所

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
対　
象　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

（
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◆
参
加
料　
2
5
０
０
円　

◆
服
装
・
持
ち
物

　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
上
靴
、
軍
手
、

　

飲
み
物
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク

◆
申
込
期
限　
４
月
27
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

N
P
O
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６

　

昨
年
も
サ
ケ
・
マ
ス
が
雨
煙
別
川
で

産
卵
す
る
シ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
サ
ケ
・
マ
ス
が
遡
上
で

き
る
よ
う
放
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日　
時　
４
月
2
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

◆
場　
所　

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
服　
装　
暖
か
い
服
装
、
長
靴

◆
主　
催　
夕
張
川
自
然
再
生
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

　

身
近
な
昆
虫
た
ち
が
絵
本
か
ら
飛
び

出
し
て
待
っ
て
い
ま
す
。

◆
期　
間

　

4
月
29
日
㈷
～
5
月
30
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◆
場　
所　
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

※
火
曜
日
、祝
日
の
翌
日
は
休
館
で
す
。

◆
内　
容　
昆
虫
た
ち
の
生
活
な
ど
を

　

絵
本
と
一
緒
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

※

G
W
中
は
絵
本
に
登
場
す
る
昆
虫
の

　

マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
も
開
催
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

　

☎
�
３
０
０
０

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
会

サ
ケ
稚
魚
の
放
流
会
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◎
絵
本
の
な
か
の
昆
虫
展

少 年 団 名 申込先・問い合わせ対 象 学 年活動 場 所
栗山町柔道スポーツ少年団

栗山野球スポーツ少年団

くりやまＦＣ

継立野球スポーツ少年団

栗山剣道スポーツ少年団

栗山町バスケットボール
　　　スポーツ少年団
栗山バレーボール
　　　スポーツ少年団

スポーツセンター

スポーツセンターほか

栗山小体育館

栗山小グラウンド

栗夢広場ほか

継立小グラウンド

スポーツセンター

小学１年生
　　　～中学３年生

年長～中学３年生

小学１年生～６年生

年中～小学６年生

小学１年生～６年生

小学２年生～６年生

小学１年生
　　　～中学３年生

佐藤　裕介　☎72-1117（教育委員会）

スポーツセンター　☎72-6161

喜多村　大吾　☎090-7053-3715

久保　智哉　☎72-1111（栗山町役場）

錦古里　和宣　☎090-7512-4127

中野　和広　☎72-1111（栗山町役場）

相原　深雪　☎090-6219-2626



　

年
間
で
1
０
０
冊
読
書
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
せ
ん
か
？

◆
ル
ー
ル　
本
1
冊
の
貸
出
に
つ
き
ス

　

タ
ン
プ
を
1
つ
押
印
し
ま
す
。

　

ハ
ー
フ
50
個
、
完
走
1
０
０
個
の

ス
タ
ン
プ
が
貯
ま
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◆
参　
加　
町
内
の
図
書
館
（
室
）
ど

　

こ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

図
書
館
職
員
が
選
ぶ
、
親
子
、
家
族
、

お
友
達
、
一
人
読
み
に
最
適
な
楽
し
い

絵
本
リ
ス
ト「
は
じ
め
ま
し
て
え
ほ
ん
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
町
内
の
図
書
館

（
室
）
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

読
書
の
参
考
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
図
書
館　

☎
�
6
０
5
5

新
年
度

ブ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
ス
タ
ー
ト
‼

絵
本
リ
ス
ト
無
料
配
布
中
‼

　

趣
味
を
広
げ
た
い
方
の
た
め
の
講
座

を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 楽

し
く
体
験
‼

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

長
期
講
座「
ベ
ー
シ
ッ
ク
英
会
話
」

　

楽
し
み
な
が
ら
基
礎
か
ら
学
べ
る
初

心
者
向
け
英
会
話
で
す
。

◆
期　
間

　

5
月
～
令
和
５
年
3
月

  （
第
2
・
第
4
金
曜
日
）

◆
時　
間

　

午
後
6
時
半
～
8
時

◆
場　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
対　
象

　

高
校
生
以
上
の
英
会
話
初
心
者

◆
受
講
料

　

各
回
5
０
０
円

◆
講　
師

　

シ
ル
ベ
ス
ト
レ
・
バ
ル
ガ
ス
さ
ん

◆
定　
員　
10
人
（
先
着
順
）

◆
持
ち
物　
筆
記
用
具

◆
申
込
期
限

　

４
月
15
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

　

☎
�
3
3
3
3

　

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

シ
ー
ズ
ン
券
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

販
売
し
ま
す
。

◆
日　
時　
４
月
11
日
㈪
か
ら

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
金　
額

　

高
校
生
以
上　

１
５
７
１
０
円

◆
持
ち
物　
身
分
証
明
書
、
顔
写
真

　
（
縦
３
㎝
横
2.5
㎝
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

指
定
管
理
者
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社

　

☎
�
３
２
０
０

  

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

  

コ
ー
ス
シ
ー
ズ
ン
券
販
売

屋
外
施
設
オ
ー
プ
ン

　

公
園
球
場
、
町
民
球
場
、
運
動
公
園
、

栗
夢
広
場
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ

施
設
が
4
月
29
日
㈷
に
一
斉
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
は
4
月
17
日
㈰
、
ふ
じ
ス
ポ
ー

ツ
広
場
は
5
月
21
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

※
雪
解
け
の
影
響
で
延
期
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

  

初
心
者
大
歓
迎
‼

  

初
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
講
座

　

家
族
で
楽
し
く
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日　
時

　
4
月
29
日
㈷
～
30
日
㈯

　

午
後
1
時
～
午
前
11
時

◆
場　
所

　
雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

◆
内　
容

　

テ
ン
ト
の
設
営
方
法
や
火
起
こ
し
な

　

ど
を
行
い
ま
す
。

◆
対　
象　
町
民

◆
受
講
料

　

大
人　
　

5
０
０
０
円

　

子
ど
も　

2
5
０
０
円

◆
定　
員

　

5
家
族
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限

　

4
月
15
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

申 し 込 み 用
QR コ ー ド

栗
山
町
子
ど
も
夢
づ
く
り

基
金
の
活
用
を
‼

　

栗
山
町
文
化
振
興
基
金
は
、
町
民
や

企
業
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を

文
化
振
興
を
図
る
事
業
に
充
て
る
た
め

に
積
み
立
て
て
い
る
基
金
で
す
。

　

こ
の
基
金
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

次
の
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

〇
地
域
文
化
振
興
事
業

　

地
域
の
文
化
振
興
ま
た
は
普
及
を
図

　

る
事
業
（
演
劇
、音
楽
、文
芸
、工
芸
、　

　

郷
土
芸
能
の
鑑
賞
会
、
歴
史
・
自
然 

　

に
関
す
る
学
術
研
究
発
表
な
ど
）

〇
郷
土
芸
能
等
保
存
振
興
事
業

　

郷
土
芸
能
の
保
存
、
継
承
な
ど
を
図

　

る
事
業

〇
芸
術
創
造
普
及
事
業

　

芸
術
家
な
ど
が
行
う
芸
術
の
創
造
普

　

及
を
図
る
事
業　

◆
対
象
者　

　

町
内
で
活
動
す
る
個
人
・
団
体

◆
補
助
金
額　

　

対
象
経
費
の
½
以
内
で
、
原
則
20
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７　

栗
山
町
文
化
振
興
基
金

補
助
金
事
業
募
集
の
ご
案
内
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マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。マナビィ掲載のイベントなどについて、新型コロナウイルス感染防止のため中止になる場合があります。

◆
期　
間

　

5
月
～
11
月
（
年
間
6
回
程
度
）

◆
内　
容

　

バ
ス
研
修
、
学
校
祭
、
講
演
な
ど

◆
対　
象　
60
歳
以
上
の
町
民

◆
申
込
方
法　
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

に
配
布
し
た
募
集
用
紙
か
ら
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

※
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
地
域
の
方
お
よ

　

び
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
な

　

い
方
は
直
接
町
教
育
委
員
会
へ
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　
4
月
15
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル

　
　
　
受
講
生
募
集
‼

いきいきスクール学校祭の様子

　

小
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
に
対
し
、
学
費
の
全
額
ま
た
は
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

◆
対　
象

　

生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
ま
た
は
経

　

済
的
に
援
助
が
必
要
な
世
帯

※
世
帯
の
収
入
状
況
な
ど
の
基
準
が
あ

　

る
た
め
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

◆
援
助
内
容

学
校
給
食
費
、
学
用
品
費
、
新
入
学

児
童
生
徒
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
体
育
実
技
用
具
費
（
ス
キ
ー
）、

医
療
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会

費
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム

代
な
ど

※
生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
は
修
学
旅

行
費
、
医
療
費
の
み
対
象
と
な
り

ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

学
校
で
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
提
出

※
生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
の
方
は
、

　

申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

◆
申
込
期
限　
4
月
22
日
㈮

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

学
用
品
な
ど
の
費
用
を

援
助
し
ま
す
‼

　

栗
山
町
で
は
小
・
中
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
補

助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

〇
広
域
交
流
活
動
支
援
事
業

　

団
体
、
個
人
が
全
道
・
全
国
大
会
に

　

出
場
す
る
場
合
の
支
援

〇
地
域
活
動
支
援
事
業

　

活
動
に
必
要
な
備
品
や
、
全
道
・
全

　

国
大
会
出
場
に
際
し
更
新
す
る
ユ
ニ

　

フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
支
援

〇
そ
の
他
の
活
動
支
援
事
業

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
事
業
に
係
る
講
座
、

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観

　

戦
、
芸
術
鑑
賞
事
業
、
人
材
育
成
の

　

た
め
の
研
修
派
遣
事
業
の
支
援

◆
対
象
経
費　

　

大
会
参
加
料
、
入
場
料
、
会
場
使
用

　

料
、
講
師
謝
礼
、
旅
費
（
交
通
費
、

　

宿
泊
費
）
な
ど

◆
補
助
金
額　
対
象
経
費
の
⅗
を
限
度

　

と
し
ま
す
。

【
令
和
3
年
度
交
付
実
績
】

 

・
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

 

・
少
年
野
球
全
国
大
会

 

・
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野
球
大
会

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
�
１
１
１
７

図
書
館
へ
行
こ
う
!!

図
書
館
へ
行
こ
う
!!



Kuriyama town
2 月 16 日～ 3 月 15 日届出

戸籍のまど ご厚意

人のうごき
※2月28日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　11,262人　
　男　　 5,239人
    女　   6,023人　
世帯数　　  5,764世帯

（－18）
（－10）
（－8）
（－2）

令和 3（2021）年度令和 3（2021）年度
栗山町ふるさと応援寄附金栗山町ふるさと応援寄附金
令和 3 年 4 月 1 日から令和 4 年 2 月 28 日までの総数　11,590 件

274,689,300274,689,300 円円
【問い合わせ】【問い合わせ】

　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

泉徳苑・一草庵へ

物　品 カインドネスシオミ薬品（松風 3）

▼
今
月
の
表
紙
、
栗
山
小
学
校
の
卒
業

式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
前
部
署
の
頃

か
ら
知
っ
て
い
た
子
た
ち
も
い
て
、
成

長
し
た
姿
に
思
わ
ず
ウ
ル
っ
と
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
先
日
高
校
時
代

の
友
人
が
町
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を

知
り
、
久
々
に
連
絡
。
春
は
別
れ
・
出

会
い
の
季
節
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た

１
カ
月
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
情
勢
を
見

な
が
ら
、
近
々
飲
み
に
行
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
）

▼
「
焼
き
バ
ナ
ナ
」。
名
前
は
知
っ
て
い

て
も
食
べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

先
日
、
半
分
に
切
っ
た
バ
ナ
ナ
を
バ
タ

ー
で
両
面
焼
き
、
蜂
蜜
を
か
け
た
と
こ

ろ
、
美
味
し
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。
よ

け
れ
ば
お
試
し
く
だ
さ
い
。　
　
（
佐
藤
）

▼
雪
が
溶
け
、
気
温
が
少
し
ず
つ
上

が
り
、
や
っ
と
春
が
近
づ
い
て
き
た
気

が
し
ま
す
。
社
会
人
１
年
目
は
覚
え
る

こ
と
や
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
2

年
目
か
ら
は
技
量
を
上
げ
る
た
め
、
思

い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行
動
を
こ
こ
ろ
が
け

ま
す
！
み
な
さ
ん
も
挑
戦
す
る
心
を
忘

れ
ず
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！　

  （
細
川
）

編
集
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住所 氏名 月日 保護者名

角 田 青山　侑
ユツキ

樹 2/13 弘樹・円

桜丘 2 石井　　暁
ヒカル

2/24 英典・真梨子

松風 3 山本　二
フタバ

葉 3/4 有大・真由

おめでた （敬称略）
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社会福祉協議会へ

金一封 石﨑　昭夫さん（大井分）

くりのさとへ

物　品 そらち南農業協同組合 女性部（中央 3）

自転車には防犯登録とツーロックを自転車には防犯登録とツーロックを

【問い合わせ】　栗山警察署　☎ 72-0110

　雪解けを迎えると、自転車の盗難被害が増加し
ます。大切な自転車を守るため、備え付け錠のほか
丈夫な U 字型錠などで「ツーロック」をしましょう。

○被害に遭う前に防犯登録！
○自宅でも油断せずにツーロック！

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

桜丘 1 小島　篤一 74 2/10 本人

富 士 梅基　テル 94 2/12 本人

松風 3 西澤キミヱ 101 2/16 本人

松風 4 丸山　満行 81 2/16 本人

日 出 茂木　律子 94 2/17 本人

松風 4 大前　憲吾 89 2/18 本人

継 立 大関　芳子 98 2/24 本人

朝日 4 石村榮次郎 78 2/28 本人

朝日 4 山内　義彦 75 3/1 本人

角 田 廣岡　清治 91 3/3 本人

桜 丘 伊藤　　重 78 3/6 本人

継 立 菅原　勝男 88 3/6 本人

湯 地 谷川リツヱ 101 3/10 本人

おくやみ （敬称略）

黄

令和 4 年度がスタート！
　町民の皆さん、こんにちは。
　春の日差しを感じる季節となりました
が、いかがお過ごしでしょうか。

　町民の皆さんとともに創り上げた、ま
ちの最上位計画「第 6 次総合計画」の集大
成となる令和 4 年度がスタートしました。
　第 6 次総合計画は、平成 27 年度から
令和 4 年度まで 8 年間を計画期間とし、

「ふるさとは栗山です。」を合言葉に、誰も
が笑顔で安心して暮らすまちの実現に向
け、各施策・事業を進めてきました。
　現時点で、目標人口 12,000 人を若干
下回っていますが、重点プロジェクトで
ある「若者定住対策」「健康寿命延伸」「自
然環境保全・再生」「産業活性化対策」を中
心とした、総合的な取組みにより、人口
減少の抑制と地域経済の活性化が図られ
るなど、一定の成果が表れています。
　しかし、本町は今、加速化する人口減
少や少子高齢化への対応、また今般の新
型コロナウイルス感染症の影響を受け、
疲弊の一途をたどる「地域経済の立て直
し」と「地域活力の再生」が急務となって
います。
　令和 4 年度の一年間をかけて、現在の
厳しい局面を乗り越えるための効果的な
施策を検討しながら、次期となる「第７次
総合計画」の策定を進めてまいります。

　春うららかな日差しに包まれる中、次
代のくりやまを担う若者たちが、未来へ
の確かな一歩を踏み出されました。
　3 月 1 日に、第 74 回北海道栗山高等学
校卒業式に出席しました。
　28 名の卒業生は、コロナの影響により、
様々な制約がある中で高校生活を送られ
ましたが、新たな取組や仲間とともに、
創意工夫した活動を実践し、自らの手で
前例を創り出されるなど、一回りも二回
りも成長し、卒業されました。
　今年の卒業生の進路状況は、進学が 18
名、就職その他が 10 名となっており、
それぞれ新たなステージへと歩みを進め
られました。
　
　3 月 5 日には、第 33 回栗山町立北海道
介護福祉学校卒業式に出席しました。
　第 33 期生の 18 名の卒業生は、2 年間
で 12 週に及ぶ介護実習をはじめ、多く
の講義や演習、医療的ケアの授業など、
延べ 2,219 時間に及ぶカリキュラムを修
められ、「専門士」の称号を得て、全員無
事、卒業されました。
　卒業生のうち 2 名が、本町の「特別養護
老人ホームくりのさと」で勤務されます。
　

　栗山高校・介護福祉学校を卒業された
皆さん、それぞれの新しい人生に向け、
大きく羽ばたかれますことをご期待いた
します。
　皆さんのご活躍を、まち挙げて応援し
ています。

　4 月 1 日から、新人職員 6 名が役場に
入りました。町民の皆さん、ご指導の程、
よろしくお願いいたします。
　新型コロナウイルスのまん延防止等重
点措置がようやく解除され、新規感染者
数も減少傾向にありますが、気を緩める
ことなく、引き続き、基本的な感染防止
対策を徹底されますよう、ご協力をお願
いいたします。

栗山町長　佐々木　学

こちら
町長室

Vol.46

【行事】

【来客】

【今月の主な動向】
※変更となる場合があります。

4 月 1 日㈮

職員辞令交付・新年度町長あいさつ

地域おこし協力隊委嘱状交付式

消防団長辞令交付

農民協議会第 60 回定期総会

4 月 2 日㈯ サケ稚魚放流会

4 月 7 日㈭
JA そらち南総代会

国道 234 号整備促進期成会幹事会

4 月 8 日㈮
第 35 回北海道介護福祉学校入学式

栗山高等学校令和 4 年度入学式

4 月 14 日㈭ 人権擁護委員委嘱状交付式

4 月 15 日㈮ 農業再生協議会総会

4 月 16 日㈯ 参議院議員政経セミナー

4 月 17 日㈰ 春の全町一斉清掃

4 月 19 日㈫

北海道補助ダム促進協力会総会

北海道道路整備促進協会通常総会
北海道治水砂防海岸事業促
進同盟通常総会
北海道防災協会通常総会

4 月 20 日㈬
北海道道路利用者会議定期総会

空知町村会第 1 回臨時総会

4 月 21 日㈭ 北海道町村会定期総会創立
100 周年式典

4 月 26 日㈫ 治山林道協会第 1 回理事会

池本信正部長など日
本航空㈱の皆さん

ボクシングの全国大会に
出場される亀森茉莉さん

水泳の全国大会に出場
される本田一智華さん

栗山興産㈱の高橋浩一
社長、福岡圭太部長

栗山建設協会の廣岡延博
会長、鵜川昌久前会長

道央建設運輸㈱の熊谷博
彰社長、橘内利弥専務NHK みんなでケアトレに出席

水上信吾さん、愛子さんご夫妻に青年農業賞を贈呈

第 33 回介護福祉学校卒業式に出席

JA そらち南に感謝状贈呈

議会定例会 3 月定例会議に出席

第 74 回栗山高等学校卒業式に出席

栗山工業団地企業協議会より 40 周年記念誌の寄贈
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栗山小学校　卒業生 66 人栗山小学校　卒業生 66 人 角田小学校　卒業生 9 人角田小学校　卒業生 9 人

　3 月、町内の各学校で卒業式が行われました。総勢 194
人が卒業証書を受け取り、学び舎に別れを告げました。

卒　業
継立小学校　卒業生 6 人継立小学校　卒業生 6 人

栗山高等学校　卒業生 28 人栗山高等学校　卒業生 28 人栗山中学校　卒業生 67 人栗山中学校　卒業生 67 人
北海道介護福祉学校北海道介護福祉学校

卒業生 18 人卒業生 18 人


